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ダイナミyクシートSRによる
通気複合防水工法

BASE 工法
l ヘス

忍《窮おも＼
ダイナミックシートSRの優れた脱

気性能により、下地からの水分、ガ

ス等の吹き上げ圧力を効率よく分散

し、脱気筒（ダイナミックシートVEN

T)により外気へ排出し、 「ふくれ」を

防止します。

お泌網愈邸
下地との接着は、耐アルカリ性に優

れた特殊合成コム系の接着剤を使用

しており、更にダイナミックシート

SRの寸法安定性が良好なため、防

水層の「はがれ」が起こりません。

惇泰珈愈邸
ダイナミックシートSRの優れた伸

縮緩衝機能により、防水層の 「やぶ

れ」を防止します。

臼含固雰国粒
〔ダブル防水〕です。

シート防水（ダイナミックシートSR)と塗膜防水 （パ

ネコートスマッシュF-400)の複合防水工法が相互の

特長を生かした強靱さと、抜群の耐久性と、シームレ

スな美しい仕上がりを与えます。

従って、用途も非歩行、歩行を問わず、更に全天候型

の弾性舗装材として多目的に使用できます。

ロエ但管回⑬
ダイナミックシートSRの構造上の特長 （中間層が特

殊合成コム）により、従来タイプの脱気シートと比較し

ても作業性能が優れています。

砂ラ甜＝幽に臼図で宕
BASE-SR工法はこのような多くの特長により新築

はもちろん、リフォーム （改修）にも最適の防水工法と

なっています。

ロエ匂口迄
災ジ号歩ジ図
BASE-SR工法は、 日本パネコート防水事

業協同組合（建設大臣認可阪計振第2号）の組
合員と、製造会社〔新東洋合成（樹〕による、完

備された責任施工体制をとっていますので、

全国あらゆる地域で、確実な施工が期待でき

ます。

また施工後の管理も安心してお任せ下さい。

爬 砺玉元吝ぶ場株式會社
営業本部〒550大阪市西区靱本町 2丁目 9番11号 TEL(06) 446-6121（代

東京支店〒116束京都荒川区東日暮里 5丁目45-12TEL (03) 891-7531（伯

福岡営槃所〒810福岡市中央区舞鶴 2丁目 8-22 TEL (092) 715-1361（代）

工 場〒592堺市築港新町 3 丁 27 TEL (0722)44-7631(1-1::J 
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ウレタン塗膜防水材の決定版

,-... ョ...，，9..,ラと土—J、
匹強東洋ゴム工業株式会社 東京本社〒151東京都渋谷区干駄谷4・24-15TEL: 03・404-1251 

化工品事業本部・環境システム営業本部 大阪木社〒550大阪市西区江戸堀1-17-18 TEL: 06・441-8801 
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（リムスプレー吹付後、すぐに歩行できます）
＇ー・『一・

リムスプレー床改修工法は、従来の樹脂

工法にくらべ、施工性を大巾にアップ して

居住者の負担を最少限におさえた画期的

な工法てす。

① ノンスリ ップ加工仕上げのためすぺ

りません。

② 超速硬化タイプなので吹付後、3分

間で硬化します。

③ シームレスな膜を形成するので完全

な防水性能を持ちます。

④ ウレタンエラストマーのため、歩行

時にソフト感があり、気になる〈つ音

がな〈なります。

⑤ 機械的物性が高いため、耐摩耗性、

耐久性などに優れています。

⑥ 無溶剤タイプのため安全です。

⑦ カラフルな仕上げです。（標準 5色）

（立面の厚みか均ーにとれるシームレスエ法）

／ 
トップコート

i超速i硬化iウlレ1ダン l如付互ス団ム 1

， ゜しス7L=リムスフレーシステムは三井東圧化学（株）が米国より技術導入して

開発した画期的な超速硬化ウレタン吹付工法です。
いままでのウレタン塗膜工法を超えた新しいシステムです。

リムスプレーは、2液性反応型のウレタ

ンエラストマースプレーシステムです。

膜厚を自由に選択でき 、プール本体の保

護を完璧にします。

弾性があるためコンクリートプールのク

ラック等に追従でき 、下地を水から保護

し、サピ、老化を防ぎ、プールの耐久性

を大幅にアップさせます。

新設はもちろん、改装にも施工できます。

① 高い耐久性

② 立面の厚塗 り可能

③ ソフトで安全

④ 豊かなカラー

⑤ 工期の短縮

施工万法

全面過弓止め

にするか

片飼可つの辻上げ

3函の通行止め

標準施工法は

完 了

（断熱層と防水層か一体となった外断熱露出防水工法です）

①

②

③

④

⑤

 

高い断熱性能

断熱効果を長期持続

工期を短縮

安全性の高い断熱防水工法

従来工法を超える優れた効果

●リムスブレー断熱防水工法の温度変化測定
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＠ 三井東圧化学株式会社

ウレタ ＇
事菓 部
/I〒 100東京都千代田区霞 ヶ閲3丁目2奮5号 （霞 ヶ間 ピル）電話／（03)592 -4703 

大 阪支店／〒530大阪市北区中之島3T目3番3号 （中之島三井ピル本館）電話/(06)446 -3797 

名古陸支店／〒460名古屋 市中区諒 3丁 目23奮 1号（栄町ピル）電話／（052) 962 -2486 

札 幌 支店／〒060札幌市中央区北三条西4丁目 1号（札幌三井ピル）電話／（011)221-8578

褐岡支店／〒812濯岡市博多区上呉服町 10 I（博多 三 井ビル）電話／（092)271 -8591 



9しズ7L—床改修工法

（
 

従来工法との比較

全面通行止め I琺悶虚行止め
に可るガ

施工方法 I 片鰐ずつの仕上げ

トップコート

硬化するまでの時E
ガ長いため、ホコリ・ I ない。

養生の注憲 1ゴミ・虫などガつき

リムスプレー床改修工法は、従来の樹脂工法に

くらべ、施工性を大巾にアッフ゜して居住者の負担

を最少限におさえた画期的な工法て‘す。

改修するフロアを約30分間、通行止めまたは使

用禁止にするだけて、その前後は従来通りに使用

てきます。 特に集合住宅の外廊下などは、 ► 防水
性 ►遮音性 ►ノンスリップ性 ►美観などの性能が
要求され、これらのニーズにリムスプレーシステム

は短時間て‘、そのすべてを満たすことがてきます。

) [IJノンスリ ップ加工仕上げのため、
すぺりません。

図超速硬化タイプなので吹付後、

3分間で硬化します。

固シームレスな膜を形成するので

完全な防水性能を持ちます。

困ウレタンエラストマーのた

め、歩行時にソフト感が

あり 、気になるくつ音

がなくなります。

固機械的物性が高い

め、耐摩耗性、

久性などに優れ

ています。

固馬容剤タイ

のため安

です。

切カラフ）
な

サンシラールMO工法

の脱気メカニズム

冒璽母l

三

下地に含まれている水分が温度の上昇
に併ない、水蒸気化し、通気性のある
MOマットを通して拡散され、さらに
MOマットの通気盤をオーバーしたも
のは、脱気筒を通じて外部に発散され
ます。そのため、水蒸気によるフクレ
はなくなります。

リムスブレー吹付

完成外廊下

コココヨ—JUMO工法

□]出國産枷平m.t
〒176東京都練馬区襲王北210 TEL 03(994)5601 



グラスファイバーが建築に 匡三つ

強さと耐久性を与えた。

///／／ メこ熔' l,( 1/IIII月^哭］再へ竺ーに
／／ 

//////~l////////' ; /~ w I I I、// / / />
／ 防虫網に

I 
』』 インテ リアに

日本ウレタン建材工業会賛助会員

疇日東紡績株式会社盆猛字認秤烹烹因門
■東 京／〒 103東京都中央区日本檎浜町2-9 -5 TEL 03(669)5935 ■揖 岡／〒810l畜岡市中央区天神2-8-38協和ピル TEL 092(721)5570 
■大 阪／〒541大阪市夏区嘉I橋5-30 日生伏見町ヒル百館 TEL 06 (208) 5060 
■名古屋／〒460名古屋市中区錦1-17-13名興ピル TEL 052(231)5137 
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塗膜防水工事の新しい工—ス

東洋紡スバンポンド不織布
（補強材）

東洋紡スパンボンド不織布は、 東洋紡が独自の技術により開

発したポリエステルフィラメン トの長繊維不織布て‘す。塗膜

防水工事の補強材としてこれまて‘‘にない頼もしい力を発揮します。

く強度〉プラスく伸度〉

東洋紡スパンボンド示織布を

使えばこれまでにないタフな
防水層が形成されます。

■東洋紡スパンボンド不織布の特長
●束if紡スバンポンド不繊布は、補強甚材に必要な杭張積（破
壊強度X破壊伸度）が大きいため、補強効果がすぐれていま丸

●束祁紡スパンボンド不織布とl;}j水材の組合せにより、タフて`強

じんな防水府が形成され、理想的な補強効米を発揮します。

●束洋紡スパンボンド不織布は、タテ・ヨコ・斜めにバランスがと

れたシートてすから、施工時に局部的歪み、目スゞレが起こらず、

施工が容易て‘、防水庖の補強においても、．無方向＇性のバラン

スのとれた効果を発揮します。

●束祁紡スパンボンド不織布は、素材がポリエステルてすから、

耐蝕性・耐溶剤性・耐候性・寸法安定性にすぐれていまTo
●束汁湘方スバンボンド不織布使用により、防水材と補強基材が一

体となり、所定の均等な開さの防水）杓が、かんたんに形成てきまT0

ご要望に応じられる、さまざまな
スパンボンドが揃っています。

■東洋紡スパンポンド不織布の製品ガイド
品 番 幅※・ cm 長さ m／反 厚さ％

5083P 105 100 0.4 

4058P 102 100 0.4 

5088P 105 100 0.5 

4060C 102 100 0 25 

4058P 

重量 9/m'
強力kg/5 cm 伸 度％

たて よこ たて よ こ

60 16 12 50 60 

60 16 12 50 60 

80 21 15 50 65 

70 19 12 50 65 

※細幅のテープカ ッ トもお取り扱い致します。

雫東洋紡績株式会社スパンボンド事業部

大阪営業グループ 〒530大阪市北区堂島浜 2丁目 2番 8号 TEL 06-348-3364 

東京営業グループ 〒103東京都中央区日本橋小網町 17番9号 TEL 03-664-8536 

―-6 -



JUコ
ASAHI GLASS COMPANY 

旭硝子株団会社
本社：〒 100東京都千代田区丸の内2-1-2

（千代田ピル）も03(218)5850（ファイン・樹脂営業部）
札 幌 支店 0091(212)3878東京支店 で03(283)9596

名古屋支店 0052(583)2929大阪支店 U06(373)5926

揖 岡支店 C099(491)4125

創造性の翼を自由に広げてください。旭硝子のウレタン

が創造力をバックアップします。今までの常識を破る長期

のメンテナンスフリーを実現する防水システムはじめ、画

期的なウレタンがラインアップされています。

サラセーヌ塗膜防水システムは、水を克服する強靱な建

物の表皮です。防水材3タイプはじめトップコートまでがシ

ステムになり、用途に応じて使い分けできます。なかでも超

耐候性LL工法は、これまでのあらゆる防水材をはるかに

凌ぐ、画期的な長寿命を実現。コストパフォーマンスにすぐ

れたシステムとして注目されています。

サラセーヌ塗り床システムは、新しい機能と意匠のための

システムです。弾性塗り床材、スポーツ施設用弾性舗装材、

薄塗り防塵床材があり、床に要求されるさまざまな機能を

つくりだすことができます。

そしてウレタン外壁塗膜防水システム、サラセーヌ・ウォー

ル。フッ素樹脂の働きで、強靱で、美しく、汚れにくく、あら

ゆる建物を長期閻にわたって守りつづけます。

旭硝子のウレタン、実に多オです。

＊サラセーヌ塗膜防水材は、JISA6021ウレタンゴム1類適合品で究

＊サラセーヌウレタン外壁塗膜防水システムは、JISA6910複層塗
材RS伸長形適合品です。

9,9とクえ＇
i ウレタン塗膜防水システム

ウレタン塗り床システム

ウレタン外壁塗膜防水システム



l旭硝子I

キャリヤ十分
ウレタン塗膜防水システム

屋上を覆う仕上げ材は、振動などの衝撃を克服するほか、発生する下地のクラック

や部材間の剥離現象などにも耐え、建築物を水から護らなければなりません。サラ

セーヌウレタン防水材は、ウレタン樹脂の柔軟性、 施工性を十分に引き出し、 建

築物との親和性を高めました。防水材3タイプをはじめプライマー、トップコート、

超耐候性トップコートまてがシステムになり、用途に応じてお選びいただけます。

SD-B30S（非歩行用露出シルバー仕上げ） LL-C30（超耐候性LL工法）・（非歩行用露出TL仕上げ）
サラセーヌTL0.25(2回塗り）
サラセーヌ C2.0

サラセーヌT（シルバー）0.2
サラセーヌB2.0
サラセーヌB2.0
クロス／接着剤
サラセーヌP0.25

HD-C50（歩行用カラー露出仕上げ）

SD-C30 

ニ

サラセーヌT0.2
サラセーヌ C3.0

サラセーヌ U4.0

サラセーヌP0.25

サラセーヌT0.2
サラセーヌ C2.0

サラセーヌ B2.0
クロス／接着剤
サラセーヌ P0.25

SD-F20（一般弾性床）

＼＼＼＼＼＼＼｀  

HD-GIOO（スポーツ施設床）

二
多彩な化研マテリアル商品群 厳選されたものをスビーディに。

サラセーヌ C2.0
クロス／接着剤
サラセーヌ P0.25

サラセーヌF2.5

サラセーヌ P0.25

サラセーヌT0.2
サラセーヌG3.0
サラセーヌ U6.0
サラセーヌ U6.0
サラセーヌ P0.25

販売元 <3(t即テリ7譴ヌ会社
KAKEN MATERIAL LTD. 〒 105東京都港区西新橋3-8-1（第2鈴丸ピル） TEL (03)436-3011囮
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(....I:防水工事 ●外墾防水工事 •シーリング工事 ）

■外壁補修工事業協同組合員
■全国パラテソクス防水工事業協同組合員
■東日本建設防水協同組合員
■東日本シーリング工事業協同組合は
■ゴムアスファルト防水工事業協同組合員
■全日本プレハフ建築防水協会会員
■全国アロンコート・アロンウォール防水工事業協同組合員

（東京都知事許可般59第36279号）

Z 株式会社2ツら9!J-ス
取締役社長 出水秀夫

束京都渋谷区代々木1-30-1TEL 03(370)0121(/¥j 

CosmOPIEHR 二
叩Si⇒叫〇看鴫謂躙

ノンタールウレタン屋根防水用塗膜材

00  

JIS許可番号

3 85 1 1 1 

総発売元

・ 住友化学工業株式会杜
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＝リフォームにおけるウレタン建材の需要動向＝

潜在需要の掘り起こしと有効なPRで，
さらに大きな期待

1 はじめに

急増する建築リフォーム需要の中にあって， リ

フォームに対応する材料 ・エ法の伸びは目ざまし

いものがある。屋根防水，室内およびバルコニー，

廊下などの床，さらに外壁防水などの各分野でも

年々リフォーム工事は増加しており，当然のこと

ながら各種の防水材，床材の需要もリフォーム用

途で多くなっている。

こうした状況の中でウレタン建材は，①施工が

簡単である（作業性が良い），②無公害である（火を

使わず，煙や臭いがない），③軽箪である，④塗材

であるため複雑な下地に対応できる，⑤弾性舗装

材の使用によって付加価値の高い工法が可能一—

などの特徴によって高い評価を受けている。

特にウレタン塗膜防水はその出荷誠の70％強が

リフォーム需要であり ，前述の評価を裏付けてい

る。前記の特徴の前提で防水材としての耐久性能

に優れていることは言うまでもない。マンション

のベランダや開放廊下の改修工事では防水と床機

能を合せたエ法であり，作業性の良さ，カラフル

であることなどから圧倒的なシェアを持っている。

また屋上防水改修では防水層の上に弾性舗装を施

し，ス ポーツ，プレイグラウン ドとする工法が現

代のリフォームニーズに合ったエ法として需要が

伸びている。

しかし屋根，床，外壁部分のリフォーム需要全

広報委員会

体の中ではシェアの低い部分もあるのが現実であ

る。しかしこのことは逆に言えばウレタンの持つ

特徴をさらに PRし，下地処理も含めたリフォー

ム工事の仕様を整備することによって，ウレタン

建材のリフォーム分野での需要を伸ばすことが可

能であるとも言える。

諸官庁でのリフォームの現況を紹介し，その中

でウレタン建材の今後の可能性を検討してみたい。

2 各分野の動向

① 建築改脩工事共通仕様書を作成（建設省）

建設省では7,000万面におよぶ国の施設のうち約

1,000万面を管理しており，これらの建築物の補修，

修繕，改修を行うために修繕措置判定手法および

建築改修設計指針を作成， さらに建築改修工事共

通仕様書（案）を作成し昭和62年秋から試験的に使

用している（これらは昭和55~59年に実施された

総プロ「建築物の耐久性向上技術の開発」の成果

をある程度盛り込んだものである）。建設省では実

際の改修工事現場での施工によって得られたデー

タをもとに修正を加え，64年度から新改修仕様書

による運用を開始する予定である。

同仕様書は，①改修一般共通事項，②屋根防水

改修工事，③外壁改修工事，④外壁タイル張り改

修工事，⑤建具改修工事，⑥外壁シーリング改修

工事，⑦内装改修工事，⑧塗装改修工事の 8章で

構成されている。主な内容としては，改修工事で
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は旧防水陪や旧押え層の撤去に関する工法などが

重点的に記載されている。

なお，ウレタン関連としては屋根防水改修工事，

内装改修工事，床の改修がポイン トとなるため，

その 2項目の要約を別に資料として掲載する。

② 学校施設の大規模改脩工事が大幅増加（文部省）

全国で3万6,000校にもおよぶ小 ・中学校では，

児童生徒数の減少から新増築はかなりの減少とな

るが，大規模改修工事は大幅な増加となってきて

いる。なかでもウレタン建材は，廊下や教室の床

はもちろん，屋上，ベランダから体育館，プール

サイド，グランドでの舗装材までと用途が広いこ

ともあり ，需要も大幅な増加が見込めそうだ。

その理由として，文部省が昭和58年度から実施

した大規模改修補助費は，これまで主に鉄筋コン

クリート造など非木造建物の耐久性確保がほとん

どであった。しかし，63年度からは教育内容 ・方

法の多様化，児童生徒の健康 ・安全の確保などに

対応した施設づくりが円滑に行えるように，①補

助対象工事投限度額の見直し，②補助対象範囲を

都道府県立の高等学校，特殊教育諸学校にも拡大

することとされている。

具体的には，補助対象工事費の上限額を 1億円

から 2億円まで引き上げるとともに，下限額も2,000

万円から1,000万円まで引き下げられており ，対象

となる範囲が大幅に広げられた。

最も，この補助金の増額は大蔵省への予算要求

段階であり ，その動向が注目されるところである。

しかし，改修工事が必要と思われる10~24年を経

過した学校施設のストックが全体の50％以上を占

めているため，補助金増額は期待できるものとみ

られる。

一方，文部省では大規模改修需要の増加に伴っ

て，改修工事標準仕様書の作成を進めている。こ

表ー 1 大規模改脩補助費の推移

昭和61年度 昭和62年度 昭和63年度
子葬額 予 算額 概葬要求額

151億9200万円 241憶1800万円 338倍9200万円

（前年比 167%) （前年比 159%) （前年比 141%)

の仕様書の作成は，従来からあった改修仕様を見

直すとともに，建物の解体撤去や下地調整といっ

たことも含まれている。その具体的な内容は明ら

かにされていないものの，内部検討用の原案はす

でにできており ，今後2~3年をかけて全国の改

修工事現場で同原案による施工を実施。それから

修正を加えるなどしてからまとめる計画である。

なお，文部省によれば「現存の学校施設の屋上

防水では，統計をとってわけではないが，99％が

アスファルト防水およびシート防水となっている

と思われる。しかし，最近では屋上をスポーツ施

設として利用するためウレタン建材による施工が

伸びてきており ，注目している」としていて，今

後の改修需要の増加とともに，学校施設のスペー

スの有効利用という観点から，新築においても，

数々の特長を持つウレタン建材の伸びが期待され

ている。

③ 部分的使用から，かぶせ工法改脩で試験施工

（住宅・都市整備公団）

住宅・都市整備公団では約120万戸の建設ス トッ

クのうち67万戸を管理している。これらの建物の

リフォーム工事については保全工事共通仕様書で

定められているが，現状ではウレタン防水はPCエ
法住宅の外壁ジョイント改修で使用されている。

現場によっては屋根や外壁からの漏水の応急処置

でも使用されている。なお新築仕様では廊下，バ

ルコニーの排水部分とエレベーターピットの底お

よび小庇の上面に採用している。

公団では現在保全工事共通仕様書の中で，各部

位別の標準仕様を定めつつあり ，市街地住宅の屋

根本防水（押え工法）の改修工法の標準化を検討

している。その中で既設の押えコンクリートの表

面に，脱気システムを組み込んだ形の塗膜防水を

検討の対象にしており ，一部試験的に施工してい

る。

また，バルコニー，廊下の床防水の標準につい

ても‘‘防水と意匠性”の観点から検討を加えてお

り，ウレタン建材にとって明るい期待が持てる。

公団住宅の廊下，バルコニー床面は約2,300万吋あ
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るだけに成りゆきが注目される。

④ 高付加価値工法とかぶせ工法で今後に大きな

期待（一般民間ビル）

民間を中心とした一般ビルではウレタンの特徴

を生かした用途で使用されている。その代表的な

ものは押え工法の改修で，経済的，作業環境的条

件から，押え層の上に防水施工する，いわゆるか

ぶせ工法であろう。この用途では，軽址であり，

下地の形状を問わないというウレタン防水の利点

で採用されている。さらに特徴的なのはウレタン

防水施工後に弾性舗装材を施工しスポーツおよび

プレイグラウンドとして屋上を有効利用する工法

である。現実に都心部の大型ビルや倉庫の屋上が

テニスコート として活用されている例は数多い。

しかし一般民間ビルのオーナーや大多数のゼネ

コン，設計事務所の間ではウレタン建材への認識

はまだ充分とは言えず，この点に関してはウレタ

ン業界側からの実効のある PR活動が必要とされ

ている。

⑤アメニティ一向上の中で今後に期待感（マン

ション）

マンションのリフォームでも屋上防水，外壁，

床の改修は活発でありこの中でもウレタン建材は

ベランダ，バルコニーを中心に多用されている。

マンションリフォームのウレタン建材使用で特

徴的なことは，バルコニー，ベランダ，開放廊下

など居住者の目にふれる部分で，しかも防水，床

機能を兼ねそなえ，美観的にも優れ，歩行感の良

いものが求められることである。要するに近ごろ

のアメニティー志向にマッチした材料としてウレ

タン建材が評価されていると言える。

なお参考までにマンション管理組合団体である

日本住宅管理組合連絡協議会 ・大原章男専務理事

の談話を紹介する。

《マンションリフォームにおけるウレタン建材ヘ

の期待〉

『東京，千葉，埼玉などで約170管理組合を傘下

にする日本住宅管理組合連絡協議会では，アスファ

ルト防水やシート防水などと比べ，作業性が良く ，

弾性があり下地亀裂にも追従するなど数々の特長

を持つウレタン建材を，マンションの屋上防水や

開放廊下などのリフォームを行う場合，積極的に

使用していく方針である。また，最近のマンショ

ンの改修動向をみると，ウレタンを使用する割合

は若実に増加してきているといえる。

現在，マンションでウ レタン建材の使用されて

いる割合は，屋上防水で約10%，開放廊下，ベラ

ンダ，バルコニーなどで約50％ほどとなっている。

さらに外壁面での採用も10％ほどまでに達する勢

いであると思われる。

こうしたウレタン建材の伸びている理由は，前

述した作業性の良さのほか，耐久性があること，

歩行感が良好であることなどがあげられる。特に

作業性の良さは，マンションが生活に関わる場で

あり ，長期にわたる工事はあまり好まれないため，

居住者からも受け入れられやすい。また，歩行感

の良さも居住性の向上に結びつけられる。

日本住宅管理組合連絡協議会では，前述したウ

レタンの特性を考え，会員管理組合から改修の相

談を受けた場合，ウレタンを勧めるケースが多い。

しかし，ウレタンを採用したくとも，まだまだ

他の建材と比較すると価格が割高であること，万

ー施工時に硬化不良などが発生したときに，確実

な保証が得られていないことなどがネックとなり，

採用されないケースも目立っている。また，ベラ

ンダ，バルコニーなどへ採用する場合，ウレタン

は光沢があり ，日光の照り返しが強すぎることも

採用が遅れている理由のひとつとしている。

いずれにしても，価格がもう少し安価になれば，

数々の特長を持つウレタン建材であるだけにウレ

タンが採用できる改修部分はウレタンに切り替わ

る可能性が大きいとみられる』

＝資料＝

《建設省・建築改修工事共通仕様書》

2章屋根防水改脩工事

1節既存防水の改脩

2. 1. 1 ［適用範囲〕

既存の押さえ層のある防水又は露出防水を改修する
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場合に適用する。

2. 1. 2 〔総則〕

(a)押さえコンクリー ト又は防水層等の撤去後において，

設計固書と著しく異なる場合は改修方法を検討し監

督員と協議する。

(b)降雨雪に対する養生方法は特記による。特記がなけ

れば新設防水の 1層目のルーフィング張りまで行う。

なお，工事の内容による全面シート等の養生を必要

となる場合は監督員と協議する。

(c)一日の作業範囲は，原則として降雨雪に対する養生

が終わるまでとし，降雨雪の恐れがある日は防水層

撤去等の作業は行わない。

2. 1. 3 （種別〕

押さえ層のある防水層の改修工法は，2.1. 1表のR-1

~5,露出防水層の改修工法はR-6, 7による，種別

は特記による。

2. 1. 4 〔材料〕 【略】

2. 1. 5 〔工法〕

(a)押さえ層等又は防水層を撤去する場合は下記による。

（略】

(b)ルーフドレン回りの処置は下記による。 【略】

(c)下地の補修及び処置は下記による。但し，著しいひ

び割れ，欠損部等の補修は 3章の 2~4節により監

督員と協議する。

(1)防水層を撤去した場合

(i)新設防水がアスファル ト防水の場合，コンクリー

ト面等のひび割れ部は，アスファルト）レーフコー

チングで処置する。

(ii)新設防水が合成高分子ルーフィング防水及び塗

膜防水の場合，コンクリート面等のひび割れ部は，

ポリマーセメントモルタル等で処置する。

(2)防水層を残した場合 【略】

(3)押さえ層を残した場合

(ii)新設防水が合成高分子ルーフィング防水及び塗

膜防水の場合，上記(i)のコンクリート面等のひび

割れ部は，ポリマーセメントモルタル等で処置す

る。 【以下略】

(d)防水層の新設は下記による。

(3)R-5の新設防水 （露出防水）は下記による。

(i)防水材料及び工法は「共仕」 9章の 1~ 3節に
より種別は特記による。 【以下略】

(ii)脱気システムの新設位懺及び工法は特記による。

特記がなけば新設する防水材料製造所の指定する

工法とし，性能等の試験成績表を監督員に提出し

承諾を受ける。

(4)R-6,7の新設防水（露出防水）の材料及び工法

は「共仕」 9章の 1~3節により種別は特記による。

【以下略】

7章内装改修工事

1節床の改脩

7. 1. 1 〔適用範囲〕

既存床仕上げを改修する場合に適用する。

7. 1. 2 〔材料〕

ポリマーセメントモルタルは3.4. 2(2)による。

7. 1. 3 〔工法〕

(c)床仕上げの新設は特記により「共仕」18章 1~3節，

5節， 8節による。

（編集部注 ：ウレタン塗膜防水は「共仕」9章3節に． ウレ

タン塗り床材は 「共仕」 18章3節に取り上げられている）

2. 1. 1表

口 押さえ層のあ る防水改修 露出防水改修

R-1 R-2 R-3 R-4 R-5 R-6 R-7 

押さえ層の撤去

゜゜゜゜
0*1 

防水層の撤去

゜
0*2 

゜
0*2 0*2 

゜
0*2 

下地の補修及び処置

゜゜゜゜゜゜゜防水層の新設 0*3 0*3 0*4 0*4 O* 4 

防水層（断熱工法）の新設 0*3 0*3 

押さえ層の新設

゜゜゜゜脱気システムの新設

゜゜（注） 1. * 1は押さえ層 （立上がり部）のみの撤去を示す。
2. * 2は防水層 （立上がり部）のみの撤去を示す。
3. * 3は 「共仕」9章の 1節 （アスファル ト防水）を示し適用は 2.1. 5 (d)による。
4. * 4は 「共仕」9章の 1~ 3節（アスファル ト防水、合成高分子ルーフィング防水、 塗膜防水）を示し適用は
2. 1. 5 (d)による。
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． ． 
輝かしい人類の未来を見つめ日夜前進をつづけます

●ウレタン硬化剤

イハラキュアミンMT :3,3-、ンク ロロ＿4,4- ジアミノ
ジフェニルメタン

イハラキュアミンML-100:イハラキュアミンMT35％溶液
（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-130:イハラキュアミンMT30％溶液

（反応性溶剤）

イハラキュアミ ンML-150:イハラキュアミンMT50％溶液
（非反応性溶剤）

イハラキュアミンML-520:イハラキュアミンMT50％溶液
（反応性溶剤）

イハラキュアミンML-530:イハラキュアミ ンMT50％溶液
（反応性溶剤）

CUA-4:トリメチレンピス（4-アミノペンゾ工ート）
TCOAM :z.z・ 3,3'ーテトラクロロ-4,4'ジアノジフェニル

メタン

《‘ ‘

しi豊かな人間社会の実現をめざす
-{}＼ラケミカルエ撰株式会社
東京都台東区池之端1-4-26（クミアイ化学工業ビル4F) 

〒|ID TEL03-828-6181（大代表）
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昭和62年度の事業として，JISA 6021の改正作

業が開始された。昭和51年の制定以来初めての見

直しである。

JIS化に当たっては，委員会をつくるまでが大変

だったようだ。ウレタン関係の長老が根回しに奔

走した裏話を伝聞した。

原案作成作業は，必ずしも業界の予想通りには

進まなかった。いや，今風にいえば辛口に進展し

たというべきであろう。ウレタン防水以外の塗膜

防水材も棚ボタ式にJIS化されることになり，思惑

違いと感じた人もあったかと思う。

その後の10年間，業界から，JIS改正の発議がな

いのをいぶかしく思っていたが，最近の動きのな

かでその背景が分かったような気がした。

制定当時，塗膜防水の実績は十分ではなく，評

判は必ずしも芳しいものではなかった。そのため

材料性能に対する要求ば慎重になった。ユーザー

サイドの委員は別段厳しいとは思わなかったが，

業界側はそれを非常に厳しいと感じたようだ。

東京工業大学教授

小池迪夫

その焦点は，60℃における引張試験にあった。夏

に屋上を歩いて足跡が付くようでは困ると，高温

時の強さを規定することになった。しかし当時我

が国には， 1,000％近く伸びる材料を引っ張れる恒

温チャンバーがなかった。そこに誤算があった。

オーブンで加熱した試料を手早く取り出して試

験した。その結果から規定値を決定したのだが，

いざ本番となったとき，メーカーサイド委員の期

待を大きくはずれる結果を示したという。

以来，ウレタンメーカーはJISアレルギーに陥り ，

10年以上も改正発議がなされなかった。

J_ 

最近のウレタン防水の話題といえば，複合防水

の路線を固めたことであろう。その発端は10年前

に潮り ，その間の強い開発意欲と真摯な努力を評

価せねばなるまい。今やいろいろ亜流も登場し，

全盛期を迎えつつあるといえよう。

ウレタン防水層と複合する第一感は，スポーツ

サーフェイスであろう。

今から20年ほど前，アメリカの防水関係の雑誌

- 17-
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“ABC” に，タータントラックを屋上に用いてテ

ニスコートにした例が載っていた。防水層はウレ

タンではなく防水押さえの上にスポーツ用の仕上

げとして用いられたものである。

当時タータントラックは，東京オリンピックの

陸上競技場で有名になっていた。それを屋上に使

うとは，アメリカらしい試みではあるが日本では

コストの点で夢とさえ思われた。しかし驚いたこ

とに，日本でそれが実現するのに，さほどの年月

を必要としなかった。

思いおこせば，日本はその頃から高度成長の時

代に突入していたのだ。

ウレタン防水層の上にスポーツサーフェイスを

施工することは，ウレタン材料の拡販を意固した

抜け目のない優れた開発だが，それを複合防水の

幕開けとはいえない。スポーツサーフェイスは防

水層の保護仕上げだからである。

脱気を兼ねたシー トを下張りする複合防水工法

が，スポーツサーフェイスの膨れ防止の手段とし

て開発されたことは興味深い。単に複合防水工法

の防水上の有利性だけが目的では，複合がコス ト

アップに直結するため上市は困難だったに違いな

し：

そ゚れによって，スポーツサーフェイスを組み合

せた，コストの高い工法が採用されるメリットが

あってこそ，防水層として本筋といえる複合防水

工法が開発されたといえよう。

そこに防水層の信頼性が売り物にならない不合

理がある。しかし，世の中は理想論ではうまくい

かないものだ。防水層という名称だけで，どんな

ものでも大差がないと・・・信じているわけではない

だろうが，より良い性能により高いコストを支出

しようとしない現実が，そこにある。

誠に，嘆かわしい限りである。

これからウレタン防水はどうなるのか。どうす

ればよいのか。

それが分かる筆者だったら，こんな文を書く前

に行動を起こしているに違いない。だから，その

答えを期待してもらっては困る。それは各自で考

え出すことなのだ。

それでは実も蓋もない。何か，いいヒントはな

いものか。

世の中あげて近代化が叫ばれている。今まで聖

-18-
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域とされてきた大学にも，その外圧が強まってい

る。いわゆる教育改革だ。それは教育内容の再編

に留まらず組織と運営にまで及ぶもので，大学も

対象になっている。手始めに，筆者が所属するよ

うな，大学附置の研究所が狙われている。

さて，我が防水業界はどうであろうか。

防水業界の近代化とは，工学的な防水層の性能

評価と合理的なコスト，防水工事の能率化と施工

精度の均ー化，それをベースにした経営の合理化

などであろう。それは防水業界の努力だけで叶う

ことではないが，業界の体質改善なくして実現す

るような，生易しいことでもあるまい。

それにしても，防水施工業界ほど...といったら

叱られそうだが，設備投資をしない業種も珍しい

のではないか。材料メーカーがいろいろと機械を

工夫しても，それを購入して施工の近代化を圏ろ

うとする施工店は少ないと聞く。

確かに，設備投資にはかなりの危険が伴う。そ

れはどんな業種でも同じだが，問題は投資効率と

経済力にある。

建設業界では，施工のロボット化が深刻なテー

マとなっている。元来ロボットは少品種大量生産

に有利とされたが，今やコンピューター制御によ

る，多品種生産に対応できる能力を供えるに至っ

た。しかしそれは据え置きロボットであってこそ

可能なことで，建設現場のようにロボットの移動

が強いられる場合には非常に困難である。

日本の防水工事にとって，どのような施工機械

が有利か，またどのような防水工法が機械施工に

有利か，真剣に考えるべき時期にきていると思う。

検討不十分な意見を述べて恥をかく愚を避ける

が，防水施工に機械を導入する最短距離にあるの

は，塗膜防水工法だと信じている。

30年近く前，ある塗料メ ーカーの冊子で次のよ

うなエピソードを読んだ。

老塗装工が，自動車塗装の機械化に反抗して，

1週間かけて自動車 1台を刷毛で見事に塗り上げ

た。しかし質問に答えて，もう 2度とやりたくな

いといったという。

防水施工の機械化を阻んでいるのは，この老塗

装工のような反骨精神でないことは，容易に推拡

できる。

だがいろんな意味において，近代化なくして防

水業界に未来はない…という筆者の判断が，誤り

であってほしいと祈らずにはいられない，防水施

工の現状である。

-19-



官公需適格組合

全日本ウレタン工事業協同組合
製造元

三井東圧化学株式会社ウレタン事業部

本部・関東支部

北海道支部

中部支部

関西支部

(03) 592-4707 

(011) 221-8578 

(052) 962-2486 

(06) 446-3798 

北

海

道

北海化学防水株式会社

クレミス工業株式会社

北海道ケミカル株式会社

岡本産業株式会社

第ープロ ッ ク建設株式会社

株式会社互建防水工業

有限会社遠藤工務店

株式会社道南レヂホン防水

エスアイ工業株式会社

株式会社看板塗装のタグチ

函館イーシー工業株式会社

札幌 rlr

札幌 rli
札桜 rli
札 幌 ,Ii

北兄 rli

帯'J去 rli

静 内郡

室 油i,1i

椎内 rli

倶知安町

函館 rli

0111831) 2885 

011 (882) 1232 

011(831)2552 

0111683) 4565 

0157(23)4155 

0155 (25) 5776 

01464 (2) 1651 

0143 (43) 3823 

0162 (33)6407 

01362 (2) 4174 

0138(59)5385 
東

東

北

東洋スポーツ施設株式会社

アサノ技建株式会社

株式会社鐵屋

東洋シーラント株式会社

丸都工業株式会社

新和防水化工株式会社

光栄工叢株式会社

株式会社フジ技研

有限会社横山防水工業

東洋工事株式会社

西川防水株式会社

タケダ工業株式会社

株式会社東洋産業

株式会社ス パ ル

有限会社小島化建

芳賀防水工業

株式会社相模防水エンジニアリング

株式会社岩野商会

大栄工業株式会社

中京塗料株式会社

名古屋ゼネラルポンド株式会社

建材化工株式会社

創和防水工業株式会社

サンアイ株式会社

同和商会

株式会社青建防水工業

日新商事株式会社

光化工有限会社

東江防水株式会社

有限会社氏家樹脂防水工業

株式会社大三美装

巾

県

市

市

県

県

森

城

台

台

島

形

じ"{ぃ
ぃ
仙

仙

幅

山

0177 (76) 3782 

0225 (96)0421 

022 (223)7457 

022 (285) 1191 

02458 (2) 5056 

0238(21) 1251 

関

中

部

千代 111I~
千代1.111X: 

F代1111!.

;_[東 区

千代田区

数 品 I~
練馬 区

練 馬区

綽馬 lX:

II黒 Ix:

昭島市

府中 市

府 中市

保 谷市

横浜市

川崎 ，Ii
相模原市

長 野 rli

焼津市

名古居市

名古屋市

名古1約1•i

名古柑rli

名古1和Ii

名古屋市

03 (264)4961 
03 (862)9581 

03 (264) 5539 

03 (642) 7061 

03 (866) 1877 

03 (983) 1316 
03 (928)2271 

03 (948) 4400 

03 (921)0341 

03 (724) 2520 

0425 (43) 3306 

0423 (64) 0338 

0423 (69) 2661 

0424 (23)4402 
045(241)0315 

044 (733) 5208 

0427 (52) 2784 

0262 (34) 1661 

05462 (7) 9400 

052 (911)竺悶
052 (774)6621 

052(931)0765 

052 (381)5118 

052 (702)2161 

052 (353) 4501 

関

東

株式会社奈良屋

群馬シンクル株式会社

アサヒ達工株式会社

石田建材工業株式会社埼王支社

有限会社セオ防水技建

池田防水工業株式会社

ク ロリ ー防水 工業株式会社

マサル工業株式会社

株式会社ケィヒン

株式会社トミヨシ商会

森栄工業株式会社

株式会社栗崎工業

新防水株式会社

有限会社六木産業

有限会社高野工務店

有限会社塩沢綜合防水

三隔工業株式会社

有限会社シグマ

昭和レジン工業株式会社

株式会社第四‘ノウヒ

南満建材工業株式会社

株式会社マノール

博多工業株式会社

有限会社八雲建材工業所

リム・ティエヌケイ株式会社

レオン工業株式会社

ピル総合技研工業株式会社

関東レジン工業株式会社

協和工材株式会社

株式会社東光工業所

加賀防水工業株式会社東京営業所

ゲル防水株式会社

一 三栄ピニフラット工業株式会社

水戸市

大田 rli
){.j 1:・針し

大 ＇出 rli
板橋 Jx:
江戸川lメ
江戸川区

江 束 区

人田 1,:
大 HI Iメ・

大 HIIx: 

葛 飾 IX:

足 立 Ii
足 立 区

足 立区

足立区

文成 1メ

文 ボ 区

品川区

品川区

品川区

品川 区

渋 谷区

渋 谷区

新 宿区

新宿区

杉並 1メ

杉沖 Ii

杉並 Ii
中野 区

中野 区

tit田谷lメ

柑HI谷Iズ

0292(41)5141 

0276125) 4812 

0485154) 7335 

0486(51)1251 

03 (975) 7231 

03 (877) 1270 

03 (678)4512 
03 (643)5911 

03 1756) 052 I 

03 (775)2203 

03 (759)8831 

03 (620)4901 

03 1605) 1855 

03 (606) 6535 

03 (605)2569 

03 (889) 9170 

03 (828) 763 I 

03 (814)3704 

03 (787 J 37 44 
03 (764) 1891 

03 (781) 4564 

03 (787)1131 

03 (320)7681 

03 (407) 7974 

03 (267)6836 

03 (355)6331 

03 (327) 2841 

03 (315)8290 

03 (316)5691 

03 (364)2146 

03 (372) 1188 
03 1309)1311 

03 1427) 1834 

近

畿

加賀防水工業株式会社

三重 マグナ防水 工業

ミブ化学工業株式会社

ヤマト工業株式会社

三浦興業株式会社

和研防水工業

中外商工株式会社

マルフジ工業株式会社

光洋建材株式会社

宮橋工業所

パワー防水株式会社

有限会社生野防水工業

金 、ii<rli 

三 重 県

求都市

大阪市

大阪 市

和歌山県

大阪 市

枚方市

池田市

橿原市

神戸 巾．

明 石巾．

0762 (42) 1494 

0595(59)2137 

075 (821) 3573 

06 (974)8161 

06 (793)7602 

07394 (3) 1116 

06 (443)4701 

0720 (57) 3293 

0727 (53)8171 

0744214)0822 

078(452)5115 

078(947)5474 

中

国 株式会社占部防水工業 福山巾 0849(2111458 

四

国

四国防水工業株式会社

有限会社中條防水工業所

イヨ防水

N I S S 0 技研株式会社

高 松 ，Ii

徳島 IIi

Ill之il.. lh 

新居i!［，1i

0878(31)6661 

0886 I 23) 2564 

0896 (56) 2984 

0897 14 ll 8255 

九

州

東邦工業株式会社

有限会社中野防水工業

大 分 rlr

長崎 rli

0975151)6686 

0958161 I 0633 

・『
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今、流れはリフォームに……••

アートフロアーは、＂機能感棠のフロアー”

です。 一般用床から工場床、スポーツ施設

床にいたるあらゆる用途の塗り床材として

お役立て下さい。中外商工は＂塗り床 のコン

サルタント＂です 。製造から施工まで一貫し

てお引受けいたします。お気軽にご相談下

さし‘°

【用途】

屋内一般床

スポーツ施設床

工場施設床

屋外カ ラー舗装

鉄道車輛床

令 中外商工株式会社
本 店 〒550大阪市西区靱本町 1-5-1 4 ff(06))443-7321的
東京支店 〒110東京都台東区東上野3-22-1 合 (03)834-6241的
東北支店 〒980仙台市台原 4-7 -2 0合 (0222)71-2171的

関心、おありですか足もと。
新しい床面塗材 フローンシリーズ

工場やオフィスには防水・防喉効果の高い製＇＂＼や静屯 気

の滞留を防ぐ｀もの。病院、マンションては防音・吸音性のあ

るもの、スポーツ施設ならショックを吸収するクッション性に

1優れたフローンなどさまざまなタイプを揃えています。
《床材》

●フローン＃22 弾1生化粧床用
●フローン ＃55 厚膜型床用塗材

●ソ）レエポ＃90ー一耐薬品床用塗料
●ハイフローン 床用防塵塗料

●水性フロアー 水系カラー舗装塗料

●アースフローン一 静電気帯電防止用床塗料

暮しにリズムと彩りを与える

oo東日本塗料
〒124 束点都葛飾枢堀切 3- 25- 18
TEL.03(693)0851（代）
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そして今後の万針などを

今後のリフォーム工

事全般とその中でのウレタン建材の役割と可能性について参考になる部分

が非常に多い内容となっている。

〈司会〉

河合俊三 （技術委員長、大和高分子工業掬）

〈出席者〉

佐々木良夫（前建設省大臣官房庁営繕部建築課課長補佐、現北海道開発

局営繕部建築課長）

泰弘（住宅・都市整備公団住宅保全課専門役）

武 （聡久米建築事務所技術室課長）

好正（（株）大林組技術研究所副主任研究員）

邦臣（大成建設（株）技術研究所仕上材料研究室室長）

昭夫（ディックプルーフィング（株）取締役）



河合 今日は「リフォーム市

場におけるウレタン建材の役割

と可能性」というテーマでいろ

いろお話をうかがい，それに対

して当工業会はどう対応してい

くかということを話し合えたら

と思っております。

コンクリート建築の歴史は，

日本より米国のほうがあるわけ

ですが，その米国で，防水に関

しては新築より改修のほうがずっ

と多いといわれています。日本

では現在新築のほうが多いので

すが，いずれ米国のようになり ，

リフォーム市場もますます増大

していくのではないかと思いま

す。そういう中で建設省，ある

いは住 ・都公団はどう取り組ん

でおられるのか，まず現状をお

聞きしたいと思います。

最初に建設省の佐々木さんに

お話をお願いします。

建築改修工事
共通仕様書を試用

〈建設省〉

佐々木 私は国家機関の建築

物の設計基準担当ということで，

ユーザーの立場としてご紹介し

ます。国の施設はだいたい7000

万吋で，建設省では実質的にそ

のうち1000万面を管理しており

ます。これらの施設は40年以降

のものがかなりの率を示してい

まして，約70数％に達していま

す。

そしてその改修の時期が迫り，

なんとかしなければならないと

いうことで，総合技術開発プロ

ジェクト「建築物の耐久性向上

技術の開発」の成果をある程度

いただいて，まず各省庁の予算

づけを判定する修繕措置判定手

法とか，実施するための建築改

修設計指針とかを作りまして，

61年度からそれらを適用してお

ります。共通仕様書にもある程

度盛り込みたいんですけれども，

千差万別でかなりむずかしいと

いうことで，現在のところ建築

改修工事共通仕様書の素案とい

うかたちで，62年の秋から試し

使いでやっております。

しかし予算にも限りがあり，

実際やる修繕も限定されます。

屋根の場合ですと，ほとんど雨

凝りが生じない限り予算をつけ

てもらえないのが実情です。改

修をやる場合におきましても，

性能のレベルアップはかなり予

算的に厳しいものがあります。

けれども過去の設計でかなり性

能レベルの低いものについては，

現在の性能レベルまでもってい

くことで予算づけをしてもらう

方向で努力しております。

ただしこれはあくまでも大規

模修繕でして，毎年度毎年度

ちょっとした補修程度のものに

つきましては，各省庁の別の予

算で実施しております。そうい

う意味では軽微な修繕は建設省

では直接タッチしておりません。

中小規模の修繕，大規模な修繕

はちょっと差がありますけれど

も，なるべく同じ修繕という考

え方で補修から修繕，改修まで
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幅広くやっていきたいと思って

努力しております。

河合 続いて住宅 ・都市整備

公団の矢内さんのほうはいかが

でしょう か。

市街地押え防水の改
修で塗膜防水を試験

施工

〈住都公団〉

矢内 公団はこれまで集合住

宅を主体に約120万戸を建設し

供給してきました。この内，自

ら管理している賃貸住宅は，67

万戸に及んでおり，本日は，そ

れらを中心にして申し上げたい

と思います。

公団住宅の防水を施している

部分は，屋根，外壁のPCジョイ

ントおよび打継ぎジョイント ，

浴室，廊下，バ）レコニー，床面

のPCジョイント防水に大別でき

ます。

現在，保全工事共通仕様書の

中で，各部位別の標準仕様を定

めつつありますが，防水に関す

る当面の課題の一つに，市街地

河合俊三氏



住宅の屋根本防水の改修でどん

な工法を標準的なものにするか

というのがあります。 既設の押

さえコンクリ ートの表面に，脱

気システムを組み込んだ形の塗

膜防水を考えており ，一部試験

的に施工しているところです。

また，バルコニー，廊下の床防

水の標準についても’'防水と意

匠性”の観点から模索している

というのが現状です。

河合 ユーザー側である建設

省さんと都市整備公団さんに話

していただいたんですが，設計

事務所は改修に対してのかかわ

り方はいかがなんでしょう。久

米建築事務所の染谷さん，お願

いします。

染谷 設計事務所がリ フォー

ム関係に取り組むのには非常に

むずかしい要素があります。当

社の物件で，やり直したほうが

いいとか，いろいろな問題が生

じたところについてのアドバイ

スはできますが，それを前面に

押し出してリフォーム全体を営

業としてやっていくというのは，

佐々木良夫氏

なかなかむずかしい問題があり

ます。ですから同業他社さんの

中でも，組織を変えてリフォー

ム専門にやられているところも

あるようですが，当社はまだそ

こまでのめり込んでいけないと

いう現状です。設計事務所がやっ

ていく場合には，ある程度コン

サル的なところで止めないと，

なかなかむずかしいのではない

かなという気がします。

河合 設計事務所さんのユー

ザーとの付き合いの中で，その

建築を守っていくということで

いろいろ改修に取り組むことは

あるわけですか。

リフォームではコン
サル的活動

〈設計事務所〉

染谷 それはあります。こち

らから乗り出していくのではな

くて，オーナーさんサイドのほ

うからご依頼をいただいた場合

には，その範囲がせばまります

が，当社の設計した物件に限っ

て，当然お手伝いしていかなけ

ればいけない問題だろうと思っ

ています。そしてこれからはそ

ういう仕事が多くなってくるだ

ろうと思っています。

河合 ゼネコン関係でも，リ

フォーム市場にだいぶ取り組ん

でおられますので，それに関し

まして大成建設の鈴木室長から

お願いします。数年前から，別

会社まで作って診断などをいろ

いろやっておられる会社もあり
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ますね。

付加価値を高めるリ
フォームを目ざす

〈ゼネコン〉

鈴木 当社でも，リフォ ーム

をこれからの市場であると認識

し取組んでいます。また，リフォー

ムを単なる修繕工事と捉らえる

のではなく ，客先に立ち，より

寿命を増し，同時に建物の付加

価値を高めると行った方向で検

討しています。ゼネコン各社な

らびに関連各社でも同様の方向

じゃないですか。たとえば，外

壁ですと，単なる修繕でなく ，

二重壁にして耐久性を増し，ィ

メージアップを計るとか，また

内部のリフォームでインテリジェ

ントビル化して付加価値をあげ

ます。防水面では，断熱防水を

加えて付加価値を上げることも

考えられます。

現在まで当社の施工物件の大

半は，アスファル ト防水の押さ

え工法です。ウレタン塗膜防水

工法を採用しているのは，形状

が複雑で他の防水工法では施工

しずらい場合に限定されている

と思います。

では，リフォーム市場で今日

の主題であるウレタン塗膜防水

をどう取り上げていくかと考え

ますと，まだこれといった決定

打はないと思います。

河合 付加価値を付けるとい

うことがリフォーム工事のこれ

からのやり方だということです



ね。

大林の林さんのほうはいかが

でしょうか。

林 だいたい鈴木さんと同じ

ような考え方をもっています。

大林組ではリフォーム関係を担

当する部署としましてサービス

センターがあります。別会社を

作ってやるところまでは至って

おりません。

当社では，リフォームを主とし

て自社施工の建築物の品質保証

の一環であるアフターサービス

の延長線上に位置づけています。

したがって，あらゆるリフォー

ムにあたって，保全のなかのい

わゆる予防保全，維持保全，改

良保全を総合的にとらえ，建物

のライフサイクルを見据えて，

常に最良の提案が行えるよう体

制を整えているところです。

多岐多様にわたるリフォーム

の目的に的確に対処するために，

当社では，リフォーム関連業務

の流れの中で，各作業を体系化

してマニュアルを作成し，そ こ

に適用する高度なリフォーム技

術のシステム化を図っています。

望みだい改修工法
成果の科学的裏付け

リフォームについての私見を

述べさせていただきます。いま

改修工法がいろいろ提案されて

いますが，はたしてこれが本当

にベス トであるかどうかという

ことが不明確であると思うので

す。科学的な裏付けが十分とは

いえない工法も一部にはあると

思います。

何かしらの不備があったから

仕上げと屋根防水に不具合が出

ていると思うのですが，建物固

有の悪さを認識しながら，どう

いう形で改修工法を適用するか

は，非常に難しい面があるよう

な気がします。

そしてなおかつ，改修したあ

との外壁などはいったいどの程

度の耐用年数が期待できるか。

はたして応えられるかどうかが

問題です。 10年保証をまたしな

さいとよくお客さんにいわれま

すけれども，そういうことはな

かなかお答えできないのが現状

です。

さらにもうちょっと防水に関

して言わせていただきますと，

鈴木さんもおっしゃいましたよ

うに，大林組でも新築工事にお

きましてはアスファルト防水が

大半です。これはあとの話につ

ながってくるんですけれども，

そのときにたとえば塗膜防水が

改修工法でいちばんいいという

かたちの提案がされた場合にお

きましても，私どもとしまして

はなじみが薄いため非常に受け

入れがたい要素があります。ま

た熱アスファルト自体が公害の

問題とか，職人さんがいなくなっ

たとかでいろいろと問題があり

まして，特に改修工事では採用

されにくいです。それではアス

ファルトじゃなくてシート がい

いのか，塗膜がいいのか，最近
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では トーチ工法とかがあります

けれども，そういう新工法とは

ほとんどなじみがないというの

が大林組の現状ですので，その

へんがすんなり移行していくん

だろうかということがちょっと

心配な面もあります。

河合 将来を踏まえては改修

というのは非常に大きな問題だ，

謳体の問題からも改修に際して

は診断とか，改修仕様の選定ま

で重要であって，理論的裏付け

がないといけない。それから職

人さんとウレタン塗膜防水のな

じみの問題とか，いろいろな問

題があってむずかしいというこ

とですね。

ウレタン塗膜防水は実績的に

見てリフォームのほうが圧倒的

に多いと思いますが，ウレタン

建材工業会としてはどういうふ

うに取り組んでおられるのか。

佐川さんのほうからお願いしま

す。

矢内泰弘氏



ウレタン防水は小学
校屋上なとで付加価
値のある改修に実績

佐川 私どものメインであり

ますウレタン防水材は，昭和42

年ぐらいから現在のノンター）レ

タイプと言われている無公害型

のものが大鼠に利用されるよう

になってきています。初期のう

ちは新築用も力を入れてやって

いたんですが，だんだんウレタ

ンの防水材のコストアップと言

いますか，価格的にどちらかと

いうといちばん高いクラスになっ

てきたこともありまして，現在

では付加価値のある改修工事と

いうかたちで使われているのが

いちばん多いのではないでしょ

うか。具体的に言いますと中学

校とか小学校の屋上をプレイグ

ランド的に改修するということ

で，単なる防水の機能だけでは

なくて，ほかの付加価値を認め

て使っていただいているという

用途が非常に多いと思います。

染谷武氏

私どもの会社の実績で申しあ

げますと，現在，全出荷量のお

よそ85％を改修用途と考えてお

ります。初期の段階では密着工

法ということで，工ポキシと同

じように 2液を混ぜて，こてで

塗るという工法でやっていたん

ですけれども，現在の段階では

その欠点を直す新しい技術が開

発されました。今度のJASS8の

改正においても取り上げていた

だいているのですが，下張り緩

衝材というものを使用しまして，

下地のクラックから防水層を完

全に保護するエ法，あるいは下

張り緩衝材を利用しまして通気

工法を採用することによって，

下地の既存の防水層の上にた

まっている水分を抜いてしまう

ことで防水層にふくれが出ない。

そういう工法が最近は非常に増

えてきております。

どちらかというとそういう絶

縁工法に使う材料は下地が絶縁

されていますので，非常に表面

温度が上がるんです。それで材

料自体にも耐熱性が要求される

ということもありますが，材質

的な改良も非常に進んできてお

りまして，現在のところでは材

質的な意味では，先ほどお話が

ありました10年間の耐久性は十

分持っていると思っております。

ただし，オゾンが非常に多いと

か，空気中の亜硫酸ガス濃度が

非常に高いなどの条件の悪い場

合もありますので，アクリルウ

レタン系の保護塗料を トップコー

トとして塗る。これが私どもの
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工業会でのデータでは，だいた

い平均して 4, 5年の耐久性と

見ており ，これを定期的に塗り

替えることによって下の防水層

を保護するというやり方をやり

ますと，現場調査の結果では15

年たっても十分機能を保ってい

るという状況です。

今後ともウレタン防水材，あ

るいは壁材は1憂れた機能を持っ

ているということだけではな く

て，やはりなんらかの付加価値

を持ったものということで，ぉ

客様に喜んで採用していただけ

るような方向に研究，あるいは

工法の改良を進めていく必要が

あるだろうと考えております。

河合 施工のことも絡めてで

けっこうですが，リフォーム市

場においてウレタン防水材，床

材などの位置づけとか，あるい

は問題点などについて話をして

いただきたいと思います。

ウレタンに望みだい
技術的な裏付け資料
の整備

佐々木 先ほど鈴木さんと林

さんのほうからもありましたが，

実は建設省でやっている防水も

庁舎に類するもののほとんどす

べてはアスファルト防水の押さ

えになっております。塗膜防水

とかシー ト防水については軽微

なものということでやっていま

して，改修においても，いまの

性能レベルまでもっていく とい

うことですから，やっぱりアス



ファルトの防水の押さえになり，

塗膜防水もしくはシート防水で

やるからには，そのへんの裏付

けもほしいなという気がします。

ウレタンについては，もうちょっ

と技術的な資料があれば改修の

しやすさという点で非常に注目

できるのではないかと思ってい

ます。

それからウレタンだけの問題

というわけではないんですが，

防水の仕様や，施工以前にちょっ

と目を向けなければならないの

は，謳体そのものの強さです。

実際はあまり取り上げられてい

ませんけれども，構造設計の面

で見た場合，昭和40年代，それ

から昭和50年代は構造設計が大

きく変わっていますし，クラッ

クに対する考え方も，壁の厚さ

とか配筋量とか，本当に変わっ

ております。そういう面から見

ることも必要ではないかと思っ

ています。これからのものはか

なり耐久性が上がっていますし，

そういった意味で改修に対する

考え方も変わっていますから，

将来にわたって改修工事が増大

するということはたぶんありえ

ないのではないかと考えていま

す。

河合 建築改修設計指針のフ

ローチャートでいきますと，塗

膜もシートも全部あるわけです

ね。ところが実際には現状のレ

ベルまで上げるということで，

改修も祈って押さえでやり直す

ことが多いということですか。

佐々木 そうです。若干工法

は変わるかもわかりませんけれ

ども，材料工法的な性能レベル

はなるべくそういったものでや

りたいと思っています。

河合 臭気，押さえコンクリー

トをはつるときの騒音とか，ぁ

るいは残材処理の大変さとか，

そういうことで街中での改修に

ついてはかぶせ工法がかなり採

用されていると思われます。い

まのウレタンの技術的な裏付け

がほしいとか，謳体からの見方

まで考えたらどうかという話だっ

たんですが，そのへんはウレタ

ン建材工業会としてはどうでしょ

うか。

マニュアル化し易い
利点があるウレタン
防水

佐川 耐久性向上の研究に協

力させていただいているわけで

すけれども，その中でいろいろ

過去の物件の調査をしたりして

いるのですが，正直言ってまだ

完全なところまでいかない状態

だと思っております。今度建設

省の建築研究所さんと一緒に耐

久性向上の官民連帯の共同研究

も始めることになっております。

具体的なデータにつきましては，

各メーカーにおいてお持ちになっ

ているところも十分あると思う

のですが，集大成は現在まだ行

われておりませんので，これは

私どもの宿題として至急そうい

うものを集約化していきたいと

思っております。
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それからウレタンの防水工法

のよいところは，非常にマニュ

アル化しやすいのではないかと

思います。ですからちゃんとし

た施工手順書などを用意してや

れば，水準的な職人の養成が非

常に早くできると考えておりま

す。私どもでもいまマニュアル

を早急に用意して，職人さんの

数の確保と技術水準の確保をや

ろうということで，各メーカー

さんも考えていらっしゃると思

うんですけれども，そういう意

味では書いてあること，あるい

は教わったことを確実にやれば，

ある水準以上の防水工事は必ず

できるというのがウレタン防水

のよいところではないかと思い

ます。長年の職人勘とか経験は

あまり必要ないので，マンパワー

の確保という意味では，私ども

ではウレタン防水は将来非常に

可能性があるんじゃないかと考

えております。

林好正氏



ウレタン防水はかぶ
せ工法に適しだ防水
工法

河合 私のほうから少し意見

を言わせていただきたいのです

が，ウレタン防水の信頼性の裏

付けという点ですけれども，た

とえば先ほど佐川さんがおっしゃ

いましたが，通気工法ができて

から，艦体と言いますか，押さ

えの動きが多いところに対する

応力緩和ということで，下地の

ムーブメントに対しての抵抗性

が高いという点では改良をかな

りしたと考えております。

では通気が本当にしているか

どうかというものも，これも押

さえ層の上でやっていますので

饂体と言えるかどうかわかりま

せんけれども，押さえ層の水分

を連続的に測ってみる実験を

やってみますと，やっぱり水分

が減っていっているというデー

タがいま出つつあるわけです。

そのへんのデータも何年という

鈴木邦臣氏

オーダーのものをできたら一度

お持ちしたいと考えております。

その他，押さえ層をはつって

やり直す場合の問題点としまし

て，われわれが診断させていた

だくときに，屋上へ登ってみる

と，あとから空調設備を増強し

てキュービクルの大きいものを

置いたり ，クーリングタワーも

置くとか，配管を引き回してい

るような状態もあるわけです。

そういうものを取ってまで改修

するのはたいへんだ。そういう

ときにはかぶせ工法ができるウ

レタンのエ法は，非常にいいん

じゃないかと思います。

これは特殊な例ですけれども，

博物館とか，建物の中に非常に

貴重なものがあって，工事中の

漏水に問題があるときにも，押

さえ層をはつってたとえば防水

層を傷つけてしまったりすると

いけないので，そのまま押さえ

層を置いてその上からかぶせる

とか，そういう使い方で建設省

さんの管轄のものに取り入れと

いただいた。そういう中でウレ／

タンを使っていただいているの

が実情かと思います。

林 先ほど佐川さんがマニュ

アル化しやすい，塗膜防水は施

エ手順に従えば技術水準の確保

は容易だとおっしゃられました

けれど，私はそれがよくわから

ないんです。左官工事やタイル

工事においては，施工後の品質

は材料よりむしろ職人の質と言

いますか，意識の問題や経験が

品質向上により大きく働くと言
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いますか，仕上げ工事は職人さ

ん次第的な要素が非常に大きい

ですね。なおかつ人間のばらっ

きを減らすのはやっぱり工法の

標準化だと思います。職人のレ

ベルの違いを吸収できる施工法

の開発が望ましいわけです。で

すから塗膜防水というのは，施

工の標準化をきちんとさえすれ

ばレベルアップにつながるのか，

それとも塗膜防水の持つよさが

人間に左右されない防水なのか，

そのへんをはっきりお聞きした

いと思うんです。

佐川 二つあると思うんです

けれども，ウレタンの防水材は

ご存じのように液体のものを塗

りますので厚みの確保というこ

と，それから 2液のものを混ぜ

るので， 2液の配合比率を正確

にしてよく混ぜることが欠陥を

なくすためにはいちばん必要な

のです。たとえば攪拌する羽根

なども業界で統一したものにし

て，混ぜ方にしても最初の 1分

は下で混ぜて，次は真ん中で混

ぜて上で混ぜるとか，そういう

手順を全部マニュアル化してい

くということで，まず材質的な

意味の欠陥は防げるだろうと

思っております。

それから厚みの確保について

は，もう 10年以上前から補強材

を組み合わせるということで，

いまは主としてガラス繊維のネッ

トを入れているのですが，これ

を入れますとやはりどうしても

2ミリぐらいの厚さに平均に塗

らないとガラスの目が見えてし



まうということで，だいたい厚

みのむらが薄くても1.8ミリぐら

いあって，むらが防げます。そ

ういう工法のマニュアル化，そ

れから施工手順のマニュアル化，

それから場合によっては塗布工

具もしくは目の深さを一定にし

たスクイザーのようなもので一

定に塗らせる。そういうことで

標準化を進めていくことが可能

です。

現実に非歩行の屋根

にも多い押さえ工法

鈴木 先程佐川さんから，従

来の屋根にウレタン塗膜防水を

施工して，運動床として使う付

加価値を認めていただいたとい

うお話しがありましたが，学校

などではそのようなことはある

かもしれません。

しかし，一般の事務所ビルで，

アスファルト防水の押さえ層の

上にウレタン塗膜防水を施工し

ているのは，正直言いますとや

むをえずやっているのです。本

来ならばきちんと押さえ層を取

り，元の防水をやりたいのです

が，音はだめ，土日しか工事は

できない，それから先程河合さ

んがおっしゃられたように，屋

上が配管だらけという状況では，

塗膜防水しかない。ウレタンな

らなんとかなるだろうというこ

とでやっています。

ただ，その時ゼネコンとして

困るのは，保証の問題です。ウ

レタン塗膜防水のメーカーさん

や工事屋さんは，簡単に保証書

を出されますが，もしそれで10

年もつのであれば，アスファル

ト防水に押さえコンクリートを

施すことは，過剰設計というこ

とになってしまいます。

話しは変わりますが，先程佐々

木さんが，建設省では，50数年

から全てアスファルト防水に押

さえコンクリ ート を打っている

といわれましたが，個人的な考

えでは，なぜコンクリートを打

つ必要があるんだろうと思いま

す。車が走る場合は別ですが。

補修工事で，先程のようにウレ

タン塗膜防水を施工する屋根が

多いのは，実は屋上がほとんど

使われていないからできるのだ

と思います。

ですから，押さえコンクリー

トを打つ目的が，歩行用という

ことから，どこかでアスファル

ト防水を直射日光から保護する

ためには押さえコンクリートが

必要だと話しが変わっていった

ものと思います。

そう考えますと，単なる屋根

なのか屋上が必要なのかをしつ

かり見極め，何年か経った時ど

のようにリフォームするのかを

決めておくことが重要なことと

思います。

改修に有利な露出防

水工法を考えるべき

佐川 いま鈴木さんがおっ
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しゃったお考えですが，新築に

対してどういうふうにやってい

くかということはやはり同じよ

うな心配はしています。ごもっ

ともなご発言だと思います。

先ほど建設省で50年から押さ

えをやっているといいますのは，

屋上を使う ，使わないにかかわ

らず，非歩行用，歩行用にかか

わらず押さえをやるということ

でして，そういった意味では屋

上の使用というよりも，とりあ

えず防水層の保護と耐久性向上

という意味で押さえ層を設けて

いるわけです。

それと，やはり改修を考えた

ときに，いまいちばん困ってい

ますのは，押さえを基本的には

取りたいんですけれども，いざ

やる分にあたってはエ期の関係

とか，いながらにしてやるもの

ですからむずかしい面がやはり

あります。そういった意味では

露出，もしくはパネルと言うか，

上につくようなものとかが 1社

ほど技術認定制度であったと思

うんですけれど，そんな改修を

佐川昭夫氏



考えたエ法を本来は取りたいな

と思っています。取った分にお

いてはたぶん押さえ，現場打ち

のコンクリートはなくなると思

うんです。ですからそういった

意味でアスファル トにしろ，シー

トにしろ，塗膜にしろ，将来の

改修を考えた新築向けのエ法を

提案してもらいたいと思ってい

ますし，うちのほうではそうい

うことは考えますといっている

んですけれど，実務担当として

はなかなかむずかしいです。や

はり技術的な裏付けと言うか，

そういったところで提案されな

い限りむずかしいのが実情です。

河合 問題がなかなかむずか

しいところへ来たわけですが，

ウレタン防水なんかも耐荷重も

考慮したトータルコストやLCC

を考えますと，長い目で見れば

新築から塗膜をやっても十分有

利さはあると思っているんです

が，現実問題としては実績の問

題とか，あるいは初期の投資の

問題です。ウレタン防水は高い

ですから逆に押さえが多くなっ

て，それを改修するときに使う

というのが実情のようです。

改修というのは下地の水分と

か動きの問題とか，けっこうむ

ずかしい問題があって，それが

クリアできるものは新築でも十

分いけるとわれわれは考えてPR

して，たとえば北海道などの寒

冷地では凍結の問題とか，そう

いうことから感温性に優れたウ

レタンを新築で採用されること

が多いんですが，そのへんを佐

川さんのほうはどうお考えです

か。

ウレタン防水は露出
でも定期的メンテで
15年以上の耐久性

佐川 我田引水になるわけで

すけれども，ウレタンの防水は

いまほとんどが露出だと思いま

す。ですから耐久性についても

十分自信はあるわけですけれど，

補修が非常にしやすい防水工法

であるということではナンバー

ワンだと思うんです。それから

自動車ではありませんけれども

定期的にメンテをやれば，防水

層自体の耐久性は15年以上20年

近くは十分あると思っておりま

すので，新築でもぜひお使いい

ただきたいというのが本音なん

です。けれども，実際にはアス

ファル トの押さえ工法がまだ圧

倒的に多いことは事実ですし，

やむをえず使っていただくとい

うかたちになるかと思いますが，

市街地で押さえがはずせないよ

うなところとか，あとは特殊な，

子供が上で遊んでけがをしない

ようにウレタンを厚く塗ってプ

レイグラウンドにするとか，そ

ういうところで当面はがんばっ

ていこうというところだと思い

ます。

河合 都市整備公団さんのほ

うは改修の中でウレタン防水を

どういうふうに見ておられます

か。

矢内 まず，公団住宅でのウ
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レタン防水の使われ方を申し上

げますと，建設部門のこれまで

の設計にはごく限定的にしか

使っていません。かつて40年代

には，HPCエ法の屋根ジョイン

トおよび廊下，バルコニーと床

面の入隅にL型に塗膜を掛けた

ことくらいです。現在の標準仕

様には，廊下，バルコニーの排

水溝部分とエレベーターピット

の底および小庇の上面に採用し

ているくらいです。

過去の苦い経験とコ
スト，施工品質がウ
レタン防水のネック

保全部門としては，PC工法住

宅の外壁ジョイント改修が塗膜

防水の唯一の標準的なものであ

り，現場の実態としては屋根や

外壁などからの部分漏れの応急

処置用として使っているのが現

実です。

このように塗膜防水が公団住

宅の防水の中でエリアを拡張で

きないのは，コストと材料，施

工の性質上の信頼性に問題があ

るからです。

私自身もウレタン塗膜防水で

は苦い経験をしております。塗

膜防水工法が施工簡便性と防水

意匠性等から，市場拡張をねらっ

て積極的に乗り出した40年代中

半に某工事現場で管理をしてい

た頃です。 2液性タイプを攪拌

して試験塗りをするわけですが，

気泡が発生してしまう ，ダレが

出て厚みが確保できないなどか



ら調合を再三調整して一定の材

料品質を確認し，施工体制も点

検しながらスタートした。しか

し，施工結果はどうであったか。

ヨーカン状で固まらない部分が

かなり出てしまった。つまり攪

拌不良です。先ほど作業員の話

が出ましたが，彼らの材料に対

する認識が十分でなかったこと

と，売り出しの大事な時期に材

料提供者であるメ ーカーの現場

検証体制がなかったことなどの

反省点が出されました。

技術革新の途上において，思

い通りに進まないことはよくあ

ることですが，その後のウレタ

ン塗膜の成分や品質管理体制を

見るにつけ，未だ不安は残ると

いうのが現状です。

ただし，この種の材料という

のは使い方をうまく考えていけ

ば非常に活きてくるのではない

かと思っています。防水工事に

あたって，全面的に一種類の材

料に全てを期待するのではなく ，

他の材料と抱き合わせて組み込

んでいくというようなことです。

たとえば，廊下床面の防水で平

面をエンボスビニールシート ，

鼻先や排水溝を塗膜防水とする。

またバルコニーは全て塗膜防水

というふうにです。公団住宅の

廊下，バルコニー床面は約2,300

万吋ありまして，近々この標準

仕様を固めようとしているとこ

ろです。塗膜防水には，そうい

う意味では期待しておりますし，

団体協会やメーカーの方々には，

過去のデータ収集や検証になお

ご努力いただきたいと思います。

河合 矢内さんのほうから，

実際現場でいろいろウレタンに

対しての苦い経験がおありのよ

うで，非常に実感がこもったお

話だったんですが，歴史的な意

味も含めてウレタンにまつわる

不安感と言いますか，信頼度が

まだ十分じゃないということに

関しては，工業会のほうとして

はどうでしょう。

補強布，下張り緩衝
材工法と技術研修で
信頼性を回復

佐川 残念ながらたしかに初

期の，特に40年代だと思うんで

すけれど，だいたい化学メーカー

が材料を作って，ウレタン防水

材ですよということで売り出し

たものですから，工法的な検討

が不十分だったことがいちばん

大きな原因ではないかと思いま

す。それから不幸なことに石油

ショックみたいなものがあって，

材料が足りなくて薄く塗ってし

まった。この二つで非常に一時

評判を落としたことは事実だと

思うんです。

その後メーカーとしても原因

の追求と，それをどうやって防

ぐかということで，先ほどもお

話が出ておりましたけれども，

工法的なものをだいぶ改善して

おります。そういうことでJASS

8のほうも補強布入りというの

が標準工法です。それから下張

り緩衝材を使って下地のクラッ
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クと，それから下地の水分の影

響を防ぐという 2種類に統一さ

れてきておりまして，私どもと

してはこの 2種類のエ法を採用

していただけば，まず問題は起

こらないと確信しているわけで

すけれども，なにぶん実際に体

験された方がけっこうたくさん

いらっしゃるものですから，払

拭するのに非常に苦労している

というところだと思います。

河合 たしかに材料的には

JISA6021ができまして，品質基

準が一定のものができてきたと

いうことは一つ言えますし，エ

法的にJASS8で補強布を入れ

て厚みを確保するとか，緩衝材

入り工法で下地の動きに対する

追従性を改良するとか，工法的

には非常に改良されたと思いま

す。

矢内さんのおっしゃるのは，

現場施工の問題も非常にあると

いうことで，ウレタンを現場で

反応させるということですね。

そういうことに対してメーカー

なり工業会がどうしてきたかと

いうことも重要だと思うんです。

その中では各防水協同組合とか，

あるいはメーカーが技術訓練と

言いますか，研修制度を取入れ

たり ，あるいは責任施工体制を

取ったりしてきました。エ具的

にも，スクイージーなどで塗り

むらを少なくするとか，マニュ

アル化を進めるとか，種々工夫

してやってきたつもりでいます。

さらに重要な物件につきまし

てはメーカーからも現場指導す



るという体制。やったあとのメ

ンテナンスが重要で，現場点検

制度と言いますか，数年ごとに

チェックしていくアフターサー

ビス。そういう風にトータルで

対処してきたとわれわれは思っ

ているんです。ですからそのヘ

んを加味していただいて，ぜひ

不安感を払拭していきたいと考

えているんです。

バラ色のバンフレッ
トよりも，苦労の跡

の生のテータを望む

矢内 それは，先ほど佐々木

さんからありましたように，物

の耐久性等から10~20年という

中 ・長期の期待をせざるを得な

い材料品質などには立証する裏

付けがほしいということです。

ーユーザーとして，各メーカー

さんから出された材料があまり

に多く ，横並びしたときに耐久

性，施工性，コス ト等から何を

どのように選定していけばよい

のか，迷わざるを得ないのが現

状です。

そこで，材料を選定する立場

としては，先ほどの話のように

既に10~15年の実績があるので

すから，その実績からくる生々

しい写真を含めた記録を求めて

います。不具合，改良の形跡を

いかに売手から引出すかに確か

な選定の条件を見い出すわけで

す。生々しいデータなり写真に

はいいことばかりでなく ，苦労

の跡を付してご説明をいただ＜

と逆にその材料や工法に対する

信頼が高まるということであり，

バラ色の色刷りパンフレットで

はなかなか売手と買手の意志が

通じないということです。

河合 そんな意味から言えば，

建築研究所を中心とした官民共

同研究でシート，アスファルト，

塗膜を横並びでいろいろ評価し

ていって，改修に対してリコメ

ンドできるものを作り上げてい

くというのも一つの方法のよう

な気がするんですけれど，その

へんは佐々木さんのほうはどう

お考えですか。

期待しだい官民連帯

研究（補修，改修）の成

果

佐々木 工業会で官民連帯の

技術開発をやるということにか

なり期待はしているんですけれ

ども，そのときに塗膜関係でど

ういったデータ，提案が出るか，

期待しています。

それともう一つちょっと気に

なっているのは，いまかなり塗

膜防水で改修をやっていると

言っているんですけれども，ぃ

ままでのものを見ますと立ち上

がり部が意外と悪いということ

なんです。どうもウレタンの塗

膜材にしても，平場と立ち上が．． 
り部ではだれの関係で実際使っ

ているものが違うらしいですね。

そういったところの品質，性能

もやはりきちっと明らかにして

JISに反映させるなりしても らい
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たいと思っています。

佐川 官民連帯共同研究には

今年度からウレタン建材工業会

というかたちで参加させていた

だいておりまして，共同研究の

テーマの主たる内容としては，

改修工法を行う場合の下地の種

類による処理方法がメーンになっ

ております。というのは，ウレ

タン防水は改修を行うのに非常

に手軽であるという感じで先ほ

どお話しいただいておりますけ

れども，どんな下地にやる必要

があるかということがいっぱい

あります。たとえばゴムアスの

シートとか，あるいは塩ビ系シー

トとか，ゴムシートとか，ある

いはクリンカタイルをひいてあ

るものとかです。はっきり言い

ますと接着力ですけれども，ど

ういうものでそういうものを処

理すればいちばん耐久性があっ

て，接着剤もあってということ

が改修工事においては重要な問

題だと思いますが，これをやる

ことになっております。

立ち上がり用の材料と平場用

の材料はたしかにノンサグにす

る必要がありますので，若干性

能的に差はあると思います。実

は立ち上がり用のものにについ

てのJISがいままではありません

でしたが，今回JIS改正において

検討されることになっておりま

す。私どもとしては立ち上がり

用も平場用もそう性能的に差が

ないと考えておりますけれども，

メーカー間のばらつきはあるか

もしれませんので，JISの改正が



行われてその中に盛り込まれれ

ば，業界水準の品質として安心

できるものになるだろうと思い

ます。

河合 官民共同研究の前段階

でタイミングがたまたまよかっ

たんですが，ウレタン建材工業

会独自の企画で改修について下

地処理をどうしたらいいかとい

うことを，佐川さんが中心になっ

ていろいろやっていたわけです。

そのデータがある程度はそのま

ま使える。さらにそれの裏付け

をした らどうかということを考

えているわけです。それと上に

乗せるウレタン防水材の工法を

含めた意味の耐久性も，双方の

データを使いながらきっちりさ

せていこうということで参加さ

せていただいています。

話が全然変わるんですが，改

修をしますと上にクーリングタ

ワーとかキュービクルがいろい

ろ置いてあるケースがあるんで

すが，たとえば設計事務所とし

ては，改修のことを考えて設計

するということはあまりないん

でしょうか。

設計者には難しい改
修も考えた設計

染谷 耳の痛いことになっ

ちゃったんですけれど，たしか

に最近の当社の設計物件を見ま

すと，特に貸事務所なんかに限っ

ては，より多 くの有効室内面積

を確保するためにどうしても設

備機器関係は屋上に上げるケー

スがほと んどです。ですから私

もときどき現場を見に行くんで

すが，屋上へ上がって設備機器

がビッシリ置かれている状態を

みて，防水が傷んだときにどう

するのかなという心配は非常に

感じます。

ただ，設計者というのは意外

と単純で，アスファルト防水を

やっているから絶対だいじょう

ぶだという考えがありますと，

それがどのぐらいで壊れるかと

か，耐久性がどのくらいかとい

うことは，正直言いましてあん

まり頭に置いていないと思うん

です。私自身はもう設計を離れ

ていますから別の角度から見に

行きますと，たしかにいま言わ

れたとおり ，本当にこれは改修

のことも考えてやっているんだ

ろうかという疑問を持ちます。

逆に設計者に言わせれば，改修

のことを考えながら図面を書い

たら，なかなかまとまらなくなっ

てしまうんじゃないだろうかと

いう気がします。

わが社の設計物件を見てもや

はり主流はアスファル トで，塗

膜防水に関しては非常に少ない

のが実情です。ただし，近年は

徐々にではありますけれども，

塗膜防水がなんらかのかたちで

物件の中に入ってくるようになっ

ております。特に病院などの避

難を確保するための非常用のバ

ルコニーなど，通常あまり防水

性を要求する必要のない所でも，

これは水もれして汚れては困る
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という化粧面を考え，また，狭

い場所の作業性などを考えて，

塗膜防水を採用される例が増え

てきております。

それから，ウレタン防水がこ

れからリフォームでどうだとい

うことを聞かれますと，空調機

械などの設備機器置き場が多く

なってきますと，全部どかして

やり直すことは不可能ですので，

鈴木さんがおっしゃったように，

やむをえずというかたちにしろ，

どうしても塗膜防水的なもので

補修せざるをえないんじゃない

だろうかと感じています。

ただ，塗膜防水を皆さんがど

うも不安だと思われているのは，

工場生産品ではなくて，あくま

でモルタルなどと同じように現

場生産品であるというところに

どうしても不安が残るんじゃな

いでしょうか。私自身もそうい

う不安があります。原材料その

ものは工場で管理のもとになさ

れていますけれども，工場で成

形された工場生産品と違いまし

て，実際にシート状になる製品

は現場で製作されるものですか

ら，気候も違いますし，調合し

ているときの状態も違います。

品質の安定性，均一性に対して

不安がどうしてもつきまとうよ

うな気がします。

河合 最後に一方ずつ今後の

防水，あるいは床材，あるいは

壁でもけっ こうですが，そうい

う部位におけるウレタンの役割

とか今後の可能性について，ひ

と言ずつお話しいただければと



思います。

佐々木 ウレタン防水は，改

修が80何％と言っているんです

が，できましたら新築向けのPR,

それから断熱材入りの防水は考

えていないらしいんですけれど

も，断熱 ・防水もぜひ提案して

いただきたいと思っています。

ウレタン防水の利点
を堀り起しだPRガ
必要

矢内 建物の耐久性と，日常

生活の安定性を考えたとき，防

水についてもこれから手掛けて

いかなくてはならない部位がま

だまだ残っています。

ウレタン塗膜防水だからこそ，

屋根全面防水のように本格的な

ものもあれば，他の材料である

意匠シー トやカラータイルとの

組合わせで柔軟に対応できるメ

ニューを揃えてあります， とい

うように，現在，種々ある防水

材料の中で，ウレタンの持つ利

点を堀り起したPRをしていく

ことが求められていると思いま

す。

鈴木 個人的にはウレタンと

いう材料は，非常にいい材料と

思っています。先程の昔話です

ヵゞ，禾ムもいつだったかはっきり

しませんが，クロスの入らない

時代に，0.5mmの下地のひび割れ

でウレタン塗膜防水がばっさり

切れていたことをはっきり覚え

ています。

最近は，クロス入りとか緩衝

材入りが主流ですので，材質的

には，アスファルト防水のルー

フィングに比べ，はるかに優れ

た耐久性のある材料といえると

思います。

残されだ3つの課題
＝納まり・緩衝材の

是非・シングルプライ

それなのに，ウレタン塗膜防

水がなかなか採用されないのに

は，私は 3つほど問題があると

思っています。

第 1は，このエ法に標準的な

納まりがないことです。JASS8 

にも納まりの絵がありません。

ですから，立ち上がりが塗りっ

放しになってしまっているので

す。

第2は，緩衝材工法です。確

かにこの工法ではふくれは出な

いし，下地のクラックに対して

も楽になっているのは事実です。

アスファルト防水で一時は押さ

えを打つ場合でも浮かし工法が

とられましたが，一箇所の欠陥

から雨が入るととんでもないと

ころまで水が周り ，どこを直せ

ば良いのかが分からない。しか

たがないから，屋根全部に施工

するというのが多いと思うんで

す。

必ずしも緩衝材工法がウレタ

ン塗膜防水の救世主ではないん

じゃないかと思います。

最後に，アスファルト防水に

はエ法があるということです。

何枚も重ねることで，職人さん
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の施エミスをカバーする工法に

なっているんです。シート防水

がなかなか伸びてこないのも職

人さんの施エミスがすぐ欠陥に

なるんではないかという危惧が

あるためと思うんです。

ウレタンも 2回と言わずもっ

と多層回塗りを標準工法として，

施エミスを工法でカバーするん

だという仕様にすれば，もっと

信頼性が上がってくると思うん

です。

以上の 3点が，今後の問題点

じゃないかなという気がいます。

林 ほとんど鈴木さんと同じ

なんですが，私自身はウレタン

は防水材料としての適性を考え

た場合，いちばん優れていると

思うんです。かえってよすぎた

ために正しい工法の開発に導か

れていなかった。やっぱりメー

カーさんが材料の品質を信頼し

きっていたと言いますか，それ

に甘さがあったんじゃないかと

考えおります。

それからもう 一つは，途中で

佐川さんから補強材が塗膜防水

の耐久性を変えたというご意見

がありましたが，私はそれ自体

の効果を考えてみた場合，疑問

が一つ残ります。たとえばガラ

スの基布というのは伸びてもほ

んの 1,2％のオーダーです。

それにウレタン塗膜防水材が数

100％伸びると考えた場合，アン

バランスだと思います。基布の

挿入により ，ゼロスパンテンショ

ンに対する抵抗性を高めるとい

う考え方はあると思うんですけ



れども，たとえばFRPを考えた

場合，ポリエステル樹脂はだい

たい 2％前後です。当然あれも

ガラスを使っているわけですけ

れども，そういう力学的性質に

おいては比較的類似しだ性質を

持っていると思います。塗膜防

水の極端な差はそれほど意味が

あるかどうかというのは非常に

疑問です。

突っ込んだ考えをしているわ

けじゃなくて，ただ単純に思っ

ただけですけれども，先ほど立

ち上がりはだれ止め剤を使って

いて，それが信頼できないとい

うこともありましたが，逆にも

うちょっとローコスト化を医り

まして，たとえば鈴木さんがおっ

しゃられたようにもっと工程を

増やしたりしても，材料のコス

トダウンによってそういうこと

を可能にするような仕組みをメー

カーさんが考えてもいいんじゃ

ないかという感じを持っており

ます。

機械化施工を考える
べき時期

それからウレタン塗膜の防水

施工についてなんですが，在来

はこてみたいなもので流し延べ

てやる方法が一般的ですが，将

来は機械化を防水において も考

えてもいいんじゃないかと思い

ます。というのは，改修に限っ

ていないんですけれど，現状の

建物の形状が非常に複雑化して

きているんです。平屋だけでは

なくて，RC造でもかなり曲面を

生かしてということがありまし

て，そういう場合にたしかにだ

れの問題なんかもありますけれ

ど，こてをやるような作業がで

きなく ，立ったような状態で施

工する場合に，なにか機械化の

仕組みが必要なんじゃないかと

思います。それぞれ構成する材

料の性質をよく理解するととも

に，それを複合さ れたかたちで

どういうふうに生かすかという

ことをご検討いただいたらよろ

しいのではと思います。

アスファルトとウレタンとで

は材質的にかなり違いがあると

思うんですが，やっぱりアスファ

Jレトの持つ歴史とか，関係者の

知恵みたいなものが現状工法に

表れているわけで，そういうこ

とも塗膜防水の経過を見たとき

に反省してもいいんじゃないか

と思っています。

必要な積極的PR活
動

染谷 私は以前は長い間設計

室に籍を置いていまして，いろ

いろな材料メーカーさんとお会

いしています。はっきりいいま

してウレタン業界の方は他防水

に遠慮しているのか，それとも

自信をお持ちになっていないの

かお見えになりませんでした。

売り込みとかPRの面ではかなり

出遅れているんじゃないかとい
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う面も，多く使いこなされてい

ない理由ではないだろうかとい

う気がします。

当然売り込みに来ていただ＜

場合には，設計事務所というの

は研究所を持っているわけでは

ありませんので，直接自分たち

で試験をして検討することはで

きませんから，ぜひ生のバック

データをそろえてください。先

ほど申しあげましたように設計

者は非常に単純ですので，納ま

りその他が完全に提示されれば

拒否反応は比較的少ないんです。

また新しいものについては意外

と冒険心もありますので，使っ

てみようかというようなところ

もあります。

河合 防水の材料としては非

常に適性があるんだけれども，

工法の問題，施工の問題，ある

いはさらに断熱材入りのような

付加価値の問題とか，そういう

点での宿題をいただいたと思う

んですが，最後にウレタン建材

工業会としてそれを受けまして，

今後のわれわれの役目とか，可

能性について佐川さんにまとめ

ていただけるとありがたいです。

課題を克服してウレ
タン防水の積極PR
に注力

佐川 いろいろ貴重なご意見

をいただき ましてまことにあり

がとうございました。ウレタン

のよさというのはいろいろな可

能性を秘めていることだと思う



んですけれども，逆に言います

と盛りだくさんでしっかりしぼっ

ていけないようなところもある

んじゃないかと思う んです。た

しかにいま公団さんのほうから

お話がありましたけれども，ほ

かの材料との取り合わせという

意味では，いちばん可能性があ

る，しかも化粧的にも十分満足

できるものができる防水材料で

はないかと思います。このへん

は私どもも建材工業会の技術委

員会として新しいテーマを策定

する段階にありますので，いろ

いろ検討の対象に考えていきた

いと思っています。

それからアスファルトの防水

では複合工法と言いますか，ぃ

ろいろな段階が多いと いうこと

だと思うんですけれど，施エミ

スをカバーするような工法になっ

ている。ウレタンの防水材自体

は石油化学から発生する高級な

樹脂なものですから，コストの

問題はどうしても絡んできてし

まうんですが，このへんも私ど

もとしても十分気がついており

ますので，建材工業会の技術委

員会のテーマとしてぜひ検討し

ていきたいと思っております。

標準的な工法ということでは，

昨年度の終わりにウレタン建材

工業会の標準工法のパンフレッ

トを作っており ます。これは非

常に現実的にバックデータを検

討し，コストも兼ね合わせて検

討した仕様になっておりますの

で，実用的にはいちばん問題が

なく ，しかもコストもある程度

満足できるものになっていると

思います。私どもは先ほどご指

摘の，PRがまだ不足じゃないか

というお話は非常に耳が痛いん

ですけれども，このパンフレッ

トも相当足用意しておりますの

で，どんどんお配りさせていた

だきたいと考えております。

いただいたテーマにつきまし

てはすべて解決できるものだと

思っておりますので，今後とも

建材工業会技術委員会として精

力的に活動をして，このへんを

解決したいと思っております。

今後ともぜひよろしくお願いし

たいと思います。

河合 今日はどうもありがと

うございました。いろいろ貴重

なご意見をうかがいまして，今

後われわれの業界に生かしてい

きたいと思っております。今後

ともよろしくご指導いただきた

いと思い ます。

一壁・屋根・床に関する改修技術情報誌
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1 ・はじめに

屋根は建築基準法第22条で不燃材で葺くことと

されている。今まで塗膜防水材は塗り物という考

えで，屋根自体が不燃なら防水材は基準法の範囲

外と考えていた。昭和60年の外壁外断熱工法の防

耐火性についての建設省通達の中で，屋根につい

てもこれに準じる扱いとすると記されているだけ

で，屋根の防火性について本格的な検討はされて

いなかった。

そこで，日本ウレタン建材工業会，アスファル

ト）レーフィング工業会，および合成高分子lレーフィ

ング工業会が共同で閲日本建築センターに研究を

委託し，岸谷教授を中心として研究検討（昭

61.1~61.6)が行われた。

研究の目的は従来の塗模防水材，アスファルト ，

シー ト等有機系防水工法を，断熱工法を含め，こ

れらの防火性能を明らかにし建築基準法上の扱い

を明確にすることにある。この報告書の内容は火

災による幅射熱，熱気流，火炎，飛び火，伝熱等

についての考察，これにもとずく試験法の検討，

およびその結果である。

本誌では報告書の検討内容自体よりその結論が

重要と考えて，この報告書を要約した。また基準
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となる数値等の根拠，および実験データについて

は原報告書を参照願いたい。

2 ・目 的

屋根工法の防火性能を明らかにし，建築基準法

上の取り扱いを明確にすること。

要求する防火性能

(1) 延焼防止（加害防止）

当該建築物で火災を生じた時， 屋根の崩壊・破

壊 ・燃焼に伴う火炎の噴出等によって，当該建築

物以外の建築物等に延焼させない。

即ち，隣接する建物の延焼する恐れのある部分

の可燃物（木材が主）に延焼させないことである

から，木材の着火限界 1W/c而程度以上の放射熱を

隣接建物に与えないこと，または火源から火炎片

までの高さが3.2m以下となること。

(2) 類焼防止（受害防止）

当該建築物以外で生じた火災に対して，屋根の

崩壊・破壊・ 燃焼 ・伝熱等によって当該建築物内

部に延焼させるこ とがない。

たとえ防水材等が燃焼しても熱伝導で屋根下面

の可燃物に着火しないこと，即ち屋根下地表面温

度が400℃以下であること。および防水材等延焼せ

ず自消性をもつか，延焼する恐れのある部分に 1



W/cm'以上の垂直入射熱を与えないこと。

(3) 内部火災拡大防止

当該建築物の一部で火災が生じた時，屋根の崩

壊・破壊・燃焼・伝熱等によって，当該建築物の

他の部分に延焼させることがない。

即ち屋根の燃焼により他の延焼する恐れのある

部分に 1W/c而以上の垂直入射熱を与えないこと。

(4) 屋根上の人命安全性

屋根に出火，または着火しても屋根上の人命に

脅威を及ぽすような燃焼 • 発煙性状を示さないこ

と。

即ち人間が避難行動をとれる程度の熱条件(0.25

W/cm'程度）で口火着火，展炎しないこと。

3 ・実験法

(1) 部材実験

コンクリートパネル (297Wx1720Lx30Dm/m)

に標準防水工法施工した試験用パネルに対して放

射加熱をして，外部加熱によ って燃え広がる範囲，

火炎の高さ，及び下地表面温度を測定する。

実験に使用した試験体の種類は以下の通り。

JASS分類

1) アスファルト防水 A-MS 

2) アスファル ト防水・ポリウレタ ン ATF

系断熱層

3) 加硫ゴム系シート防水 SVF 

4) 加硫ゴム系シート防水（軽歩行用仕 S-VF 

上材）

5) 加硫ゴム系シート 防水 ・ポリエチ S-VF 

レン系断熱層

6) 加硫ゴム系シート防水・ポリエチ S-VF 

レン系断熱層（軽歩行用仕上材）

7) 加硫ゴム系シート防水・高難燃ポ S-VF 

リエチレン系断熱層

8) 加硫ゴム系シート防水 ・無機質高 S-VF 

充填フォームプラスチック断熱層

9) 難燃加硫ゴム系シート防水 ・高難 S-VF 

燃ポリエチレン系断熱層

10) 塩化ビニル樹脂系シート防水 S-CF 

11) 塩化ビニ）レ樹脂系シート防水 ・ポ S-CM 

リエチレン系断熱層

12) 塩化ビニ｝レ樹脂系シート防水 ・ポ S-CF 

リエチレン系断熱層

13) 塩化ビニ）レ樹脂系シート防水 ・高 S-CF 

難燃ポリエチレン系断熱層

14) ウレタン系塗模防水 L-UF 

注） 軽舗装仕上げ：アクリル樹脂／骨材 (15%/

50%）を2.7kg/rri塗布

(2) 材料実験

防水材単体の性質が屋根防水工法全体の防火性

能に及ぽす影響を調べる。

R ISO着火試験

外部放射によって材料表面が口火着火する時間

を測定する。

⑤ IMO火炎伝播性試験

試験体を加熱源に対して斜めに置いて試験体表

面上に入射熱の分布を作り，最も強く加熱される

点に口火を与えて，燃え広がる速度と燃え広がっ

た先端の入射熱を測定する。

◎ 高放射炉

任意の酸素分圧の雰囲気中に材料小片を置いて

放射加熱し，発熱速度 ・発煙量等，材料の燃焼性

に関する基本的物性を測定する。

4 ・結 果

(1) 部材試験

R 展炎範囲

加硫ゴム系シー ト防水にポリエチレン系断熱層，

高難燃ポリエチレン断熱層を施した場合のみ，表

面全体に展炎した。 他は，試験体途中で消炎し，

断熱層の無いシート防水では，展炎そのものがほ

とんど起こらなかった。
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アスファルト防水，塗膜防水，ならびに断熱層

の無いシート防水の火炎伝播限界入射熱は0.8W/

c而以上であった。

⑤ 火炎の大きさ

断熱層の無い試験体では，実際に屋根に使われ

て燃えた時に周囲に延焼の脅威を与えることを予

想させるような火炎は観察されなかった。

断熱層付きの試験体では，自消性が認められな

かった無処理の加硫ゴム系シート防水・ポリエチ

レンフォームを除くと，最大40cm程度の火炎が観

察された。本実験では，試験体が小さかったから，

火炎高さも低くなっているが，実際に屋根に施工

されて大面積で燃焼すると，火炎高さもこれより

大きくなると予想される。

c 試験体の温度

屋根防水材等が燃焼しても下地表面で100℃を超

える温度は殆ど測定されなかった。

＠ 断熱層付防水層の防耐火性能を高める指針

本実験では，塩ビ系シート防水と加硫ゴム系シー

ト防水の双方に同じ断熱材を使用しているが（試

験体No.5と12ならびにNo.7と13)，いずれも，塩

ビ系シート防水では自消性がみられたのに対して，

加硫ゴム系シート防水では自消性が認められなかっ

た。塩ビ系シート防水に関する実験では表面組織

が燃焼後も残っており，火炎から断熱層への加熱

を抑制し，熱分解ガスの生成を低下させる機能を

果たしているものと考えられる。加硫ゴム系シー

ト防水でも，表面を軽歩行用仕上げしたNo.6やシー

トそのものを難燃化した試験体No.9で自消性が認

められたのは同じ効果によるものと考えられる。

砂付きアスファルト防水 ・ポリウレタン断熱で自

消性が認められたのも含め，断熱層付き屋根防水

工法においては一般に，表面の防水層に無機質の

組織を含ませるなどして，堅牢にすることが，防

火上，最も効果のある対策と考えられる。展炎が

起こっている過程においても，熱分解ガスの生成

が抑制されれば，火炎の大きさも低減されると考

えられるから，防水工法表面層の強化は，延燃防

止の観点からも，効果的であると考えられる。

(2) 着火性，火炎伝播性実験

R ISO着火性実験

試験結果と部材試験結果とが整合せず，部材実

験の結果を予想する方法となりえない。

R IMO火炎伝播性実験

この実験ではかなり低い入射熱領域まで火炎伝

播が観察されている加硫ゴム，ウレタン塗膜など

が，部材実験ではこれより厳しい加熱条件でも展

炎していないのは，下地の条件が異なるからであ

ろう。火炎伝播性実験では，試験体裏面は空隙と

なっているが， このような条件が現われれば，こ

の程度までは展炎することがあると考えるべきで

ある。また，断熱材に関する本実験の結果を部材

実験の結果と比較すると，火炎伝播性が大きい断

熱材を使用した屋根防水工法は，部材実験でも燃

え広がりの範囲が相対的に大きくなっているから，

屋根防水に適用する断熱材の性能を簡便に予想す

る方法としては，火炎伝播性を試験しておけば良

いと考えられる。防水層に関する実験結果も，本

実験と部材実験の間で良い相関が見られる。

c 高放射炉

今回の実験範囲では自発着火した試料はなかっ

た。しかし，分解生成物の生じ方（白煙として観

測された）から，試料2 （塩化ビニル）および試

料4 （ウレタンシート）はパイロット炎があれば

着火の可能性はあると思われる。

5 •本研究のまとめ

(1) 鉄筋コンクリート造等の

耐火構造屋根の場合

部材実験の結果を，屋根に要求される防耐火性

能 ・火災外力との関係で要約すると，図のように

なる。図は被類焼防止性能（横軸）と延焼加害防

止性能（縦軸）の 2軸評価となっており，実験結

果は，次の 3つのグループに分類することができ

る。
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⑥ 建築基準法で想定する被類焼防止性・延加

害防止性を満足するグループ。展炎を生ずる最小

放射強度0.9W/cm'以上，かつ，実験における火炎

高0.25m（実大換算 lm)以下。

試験体No.1, 3, 4, 10, 14がこれに相当する。

⑤ 条件つきで被類焼防止性 ・延焼加害防止性

を満足するグループ。

展炎を生ずる最小放射強度が0.5W/c而以上なら 3

階以上の階で被類焼防止性を満足する。また，実

験における火炎高が0.25m以上であっても0.8m以

下ならば，避難路等に接する場合を除けば，周囲

に延焼等の脅威を与えない。従って，展炎を生ず

る最小放射強度が0.5W /cm'~O. 9W /cm'，火炎高

0.25~0.8m（実大換算 1~3.2m)となるものは，

条件つきで，被類焼防止性・延焼加害防止性を満

足すると考えられる。

試験体No.2, 6, 8, 9, 11, 12, 13がこれに

相当する。

c 被類焼防止性・延焼加害防止性をともに満

足しないグループ。

入射熱0.5W/cm'以下でも展炎し，高さ0.8m（実

大換算3.2m)以上の火炎を生ずるもの；

試験体No.5, 7がこれに相当する。

この結果に基づいて，防水工法の防火性能を検

討すると，次のようになる。

断熱層の無い防水工法（以下「露出防水工法」

という）においては，火炎が持続して立ち上がる

ことはなかったから，本実験で検討したエ法を実

際の屋根に施工しても，延焼の脅威を生ずること

はないと考えられる。

有機系断熱層を設けた防水工法（以下「露出断

熱防水工法」という）においては，全体として火

炎の立ち上がりが持続的であったほか，表面層の

組織が燃焼に対して脆弱であるほど，また，断熱

材の防火性能が低いほど，断熱層がない場合より

活発に燃焼する傾向が見られた。この結果から判

断する限りでは，露出断熱防水工法は，火災時の

避難路として計画されている屋根には施工するべ

きでないと考えられる。また，隣棟火災による開

口噴出火炎や屋根直下階の火災による加熱で炎上

した際に生ずる火炎は，さらに他の建築物への延

焼を引き起こすほどの大きさになるとは考えられ

ないが，低層階に施工された場合は隣地に木造建

築があって，それが炎上すると開□噴出火炎等よ
りは強い加熱を受ける可能性がある。この場合は，

隣棟の火炎によって延焼する範囲は，法規上延焼

のおそれれのある部分とされる領域を超えること

があるので，屋根面の展炎を防ぐ対策，または屋

根に接する開口の防火性能の強化が求められよう。

なお，露出断熱防水工法にあっては，延焼加害

防止性能・被類焼防止性能がともに著しく劣る結

果（図のグループC)となったものがあるが，軽歩

行用仕上程度の処置を施すことによって，防火性

能がかなり改善されることが判明している。

今回の検討のうち，部材実験では，加熱条件の

制約から，試験体を熱源側に僅かに傾けた条件で

実験を行った。前述のように，傾斜角 0-30゚の範

囲では展炎性状は殆ど変化しないが，砂付アスファ

ルトやポリスチレンを断熱層とする断熱防水工法

においては，それぞれ，アスファルト，ポリスチ

レンが溶融して，下方，即ち，熱源側に流れる傾

向を示した。これは，試験体の熱源に近い部分に

燃料となるアスファルト，ポリスチレン等．供給

する役割を果たしているから，炎上している部分

の可燃ガス蒸発が活発化して，燃料の流動のない

場合より，火炎が大きくなっている可能性がある。

一方，この現象は，アスファルト，ポリスチレン

が溶融する熱分解領域先端付近から燃料を除去し

て燃え広がる範囲を抑制する役割も果たしている。

従って，総合的に見ると，これらの試験体に関す

る実験結果は，試験体を水平に置いて，同じ強度

の入射熱を受ける場合より，延焼加害性について

は，幾分，危険側に，類焼受害性については，幾

分，安全側になっている可能性がある。また，本

実験では，断熱層の厚さを25OlDlとしたが，これよ

り厚い断熱材を使用した場合，火炎が伝播する過

程で，厚さの増加に比例する程度の発熱速度の増

加が生ずる可能性がある。火炎高さは，発熱速度
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の2/5~2/3乗に比例するから，断熱層の厚さが2

倍（即ち50mm)になれば，火炎高さは，本実験の

結果より60％程度高くなる可能性があるが，図か

ら判断すると，本実験で延焼加害性が認められな

かったエ法では，この程度の火炎高さの増加があっ

ても，延焼加害性を生ずるには至らないと考えら

れる。

(2) (1)以外の屋根の場合

今回の検討では，これまであまり検討されるこ

とのなかった屋根の防火性能を扱ったが，問題と

する現象にうまく対応する試験法がなかったため，

実火炎時の加熱条件をできるだけ忠実に再現でき

るようにして，部材実験を行い，更に，関連する

燃焼特性を明らかにする目的で，種々の材料実験

を行ってみた。ここで検討しなかったエ法や新エ

法等も，基本的には， ここで行ったような部材試

験を行って，図 5-1に示したような整理を行え

ば，防火性能の評価ができるはずであるが，本試

験は，試験法としてルーチン化されているわけで

はないので， これに代わる評価法を提案すると，

次のようになる。

① 耐火試験炉を使う方法

耐火試験炉の試験体取付け面を開放して金網等

1 被類焼防止性能

炎荘さ (m)2 1 

↓ °上――-¥5 I o.9 

l ma 
0.5 

← 入射熱
O (W/cm') 

5 
m 

延 0.2 
焼 (1.0)

［占ぶ1 max 

ー 雰
人5 で
問m 燃

（ロロ□□
許平 焼

容方 し
限で た
界燃 時
焼 の
し 延
た焼
時限
の界__J 

(4.0)注-2

注ー I)

〇 露出防水工法

l [3階以上の階の 「延焼のおそれ
のある部分 1限界の入射熱流束

1階屋根の「延焼のおそれの

□ 露出断熱防水工法
注ー2)

（ ）内は実大換算した火炎高さ

ある部分」限界の入射熱流束

を取り付けて，本部材試験の熱源に代用させる。

試験体表面に相当する位置の入射熱を測定してお

く必要がある。

② 火炎伝播性試験による読み代え

部材実験と火炎伝播性試験の結果の間には明瞭

な相関があり，防水層・断熱層ともに，材料を火

炎伝播性試験に供した結果の優劣の序列は， それ

を使った屋根工法の部材実験の結果の優劣の序列

に一致していた。従って，今回の検討で，部材実

験を行ったエ法については，実験で使われた材料

よりも火炎伝播性の優れた材料に置換する限り，

本実験の結果と同等以上の防火性能を持つと評価

できる。（注：着火性試験の結果は，部材実験の結

果と良い相関を示さない。）

③ 一括指定

露出防水工法は，一括して，図ーAのグループに

はいるとみなす。

また，露出断熱防水工法は，試験体No.5, 7を

除き， Bのグループにはいる。試験体No.5, 7も，

軽歩行用仕上等があればBの露出断熱防水工法グ

ループにはいる。

また，本研究では，耐火構造の屋根，特にRC造

に施工される防水工法を前提として，要求性能 ・

実験の検討を行ったが，本検討の実験に供した防

水工法では，すべての試験体において，下地表面

温度が木材の着火危険温度である260℃に至るもの

はなかった。この結果から言えば，露出防水工法

はもとより露出断熱防水工法にあっても，外部か

らの放射熱及び飛び火を受けた場合に も，耐火構

造に限らず屋根の展延焼をもって建物内部への延

焼の媒体とならないと予想できる。しかし，屋根

防水下地の材料の熱容量は小さく ，熱伝導率が大

きい場合（例えば鋼板等）は，防水下地温度はも

とより下地表面温度までかなりの混度上昇を伴う

ことも考えられるので，場合によっては，屋根下

地材，小屋組等を含め，検討する必要がある。

なお，本研究では，一棟火災による延焼 ・類焼

の防止性能を中心に，屋根防水工法の防火性能を

検討したが，市街地大火防止の観点から設定され
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た防火地域などに建つ耐火建築物については，市

街地下災を前提とした延焼 ・類焼防止性能を今後

の検討課題としたい。

耐火構造の屋根に施す外断
熱工法（露出断熱防水工法）
の取扱いについて（案）

1. 耐火構造の屋根に施す外断熱工法（露出断熱

防水工法）で，次の要件に該当するものについ

ては，防火上支障のないものとして取り扱って

よいものとする。

(1) 鉄筋コンクリート造，コンクリートブロッ

ク造等の遮熱性を有する耐火構造の屋根に施

すものであること。

(2) 勾配が30度を超えない屋根に施すものであ

ること。

(3) 断熱層は，ポリエチレ ンフォーム，ポリス

チレンフォーム，硬質ポリウレタンフォーム

等の材料を用いたもので，かつ，厚さの合計

が50mm以下であること。

(4) 防水層は，次の①から④までのいずれかに

該当するエ法によるものであること。

① アスファルト防水工法

② 塩化ビニル樹脂系シート防水工法

③ ゴム系シート防水工法

④ 塗膜防水工法

(5) 隣地境界続等から 5m以下の距離にある 1

階又は 2階の屋根の部分に外断熱工法を施す

場合においては，次の要件に該当するもので

あること。ただし，階高が著しく高いこと等

により防火上支障がないと認められる場合に

おいては，この限りでない。

① 当該部分に近接する開□部には，甲種防
火戸又は乙種防火戸が設けられている こと。

② 当該部分を防災計画上避難のための通路

又は広場として使用しないこと。

2. 1 (1)に掲げる耐火構造の屋根に次の(1)から(3)

までのいずれかに該当するエ法を施すものにつ

いても，防火上支障のないものとして取り扱っ

てよいものとする。

(1) アスファルト防水工法，シート防水工法又

は塗膜防水工法で断熱層を有しないもの（露

出防水工法）

(2) (1)に掲げる工法による防水層を有する露出

断熱防水工法で断熱層に無機系の材料を用い

るもの。

(3) 防水工法又は断熱防水工法で屋外側を不燃

材料を用いて被覆したもの。

〔解説〕

l. 昭和60年9月5日付け住指発第510号で「耐火

構造の外壁に施す外断熱工法の取扱いについて」

が示され，この中で，耐火構造の屋根に施す外

断熱工法についてもこの取扱いに準ずることと

されたが，屋根の防水工法の防火性能について

は従来適切な技術的資料が少なく疑義を生ずる

向きもみられたため，今般，その取扱いの具体

的内容を明らかにしたも のである。今回の取扱

いは閲日本建築センターに設置された「屋根防

火研究委員会」（委員長＝岸谷孝ー ：東京大学教

授（当時））における技術的検討の結果を基に定

めたものである。

2. 本取扱いの主たる対象は，耐火構造の屋根の

施す露出断熱防水工法（屋根の外側に有機系の

断熱材を用いた断熱層を設け，その屋外側を有

機系材料を用いた防水層で覆う工法）である。

これらのエ法の防火性能については，隣接建築

物等の火災に伴って断熱層等に用いられている

有機系材料が展炎，炎上し，他の隣接建築物等

への延焼近接して設けられている開口部を経由

した建築物内部への延焼及び避難上の支障を引

き起こすおそれがあるが，本取扱いによる一定

の条件の下であれば，これらの影懇はないと考

えられ耐火構造の屋根としての性能を損うこと

がないものであると評価できる。以下に，本取

扱いの細目について補足する。
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は五に掲げるもののほか，イ固別指定に係る耐

火構造のうち，これらに類する構造で，下面

からの加熱により屋外側の著しい温度上昇が

(2) 

生じないものも含まれる。

断熱層に用いる材料としては，本取扱い中

1(3)に例示したもののほか，今後使用が予想

されるフェノールフォーム等もこれに該当す

(3) 

る。

防水層のエ法については現在種々なものが

あり ，仕様の詳細等については建築工事標準

仕様書JASS8防水工事（日本建築学会）等に

掲げられているものが参考になるが，

外のものであっても本取扱い中 1(4)に掲げる

もののーに該当するものであれば支障ない。

ただし，1(4)の③又は④に該当するものにあっ

ては，防水層と断熱層との組み合わせによる

防火性能が明確となるまで，断熱層に無機質

高充填フォームプラスチ ックを用いる場合を

これ以

除き，防水層に難燃処理した材料を用いるか，

又は軽歩行用仕上げを施すものとする。

なお，本取扱いによらない工法であっても，

防火安全性が確認されたものについては，

の取扱いについて必要に応じ連絡することと

その旨了知されたい。

(4) 本取扱いに よる断熱防水工法は，隣接建築

物等の火災に伴って一定の範囲で展炎する可

能性があり，この範囲においては特に配慮を

要すると考え られるため，本取扱い中1(5)で

その内容を明確化したものである。隣地境界

線等からの距離の算定については，法第 2条

第6号（延焼のおそれのある部分）の例によ

り取り扱われたい，また，①は，建築物の低

層部がセットバックしており，露出断熱防水

工法を施した屋根に面する外壁に開口部が設

けられている場合等における措置である（下

しているので，

図）。

るので，

5m 開口部

隣
地
境
界
線
等 '//Ill/Ill/I; 

露出断熱防水工法を施した屋根

屋根防水工法の防火性能判定図

3. 

そ

本取扱いは露出断熱防水工法を主たる対象と

したものであるが，このほか，断熱層を有しな

い露出防水工法等についても，当然に，防火上

支障ないものとして取り扱ってよいと考え られ

この旨本取扱い中 2で補足した。
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《随筆》

ポリウレタンと野菜

フジタ工業（株）技術研究所

第三研究部チーフエンジニア

土田恭義

下手の横好きで始めた野菜作り ，いや土いじり

ではあるが，はやいものでもう十数年になる。先

日は，わが子や近所の子供達を集め，ことしはじ

めて手がけたいも掘りを行い，なかなか好評であっ

た。考えてみれば，これまでにけっこういろいろ

な野菜に挑戦してきたもので，八百屋さんでよく

見かけるものはだいたい手がけてきた。もっとも

作品の出来映えとなると別の話だが……。

やりはじめの頃は失敗の連続であった。石炭を

撒かず，いきなり種を播いたので，まった＜育た

なかったホウレンソウ。わき芽を摘まなかったた

め，養分が分散し普通のトマトのはずが， ミニト

マトになったり。あるいは，かぼちゃの苗を植え，

実をつけたので楽しみにしていたら，そのうち実

のまん中がくびれだし，気がついたらひょうたん

だったり。

そういえば，ことしもかぼちゃで失敗した。キ

ウイフルーツの苗木を植え，藤棚を作ったのだが。

一人前に成長するには 2~3年かかるとのことな

ので，日除けのための中継ぎに一年限りのつるも

のを植えることにし，どうせ植えるなら，食べら

れるものをと考え，へちまやひょうたんのかわり

にかぼちゃを登板させた。

黄色い花が咲き，けっこうりっぱなかぽちゃが

できた。そこまではよかったのだが，思いのほか

スタミナがなく ，日射の強い真夏には，まった＜

日除けの役目はなさなかったのである。なぜ 『か

ぽちゃ棚』という言葉がないのか，その素朴な疑

問に明快に答えてくれたシーズンであった。

このような具合で，失敗例を挙げれば，いくら

でもでてくる，わが畑通いであるが，われながら

よく続いているとつくづく思う。

収穫時期になると，ついついスーハーマーケッ

トの野菜売場にいって自分の作品と同じ野菜の値

段を確かめたくなるが，だいたいその時期は世間

でも出荷が多くなるわけで，大かたは，その売値

を見てがっくりして売場をあとにすることになる。

はっきりいって，肥料代や費やす労力を考えれば，

経済的に割の合うはずもないのだが，なぜ懲りず

につづけられるのか。答えは一つ，食卓にあがっ

た自分の労作を前にしながら，妻や子供に，「これ

はお父さんが作った00だぞ」といいながら，自

慢げに作品を口に運ぶその一瞬にすべてが集約さ

れるのである。まあ，こんな調子で，これからも

世間をかえりみない非効率な生産活動は，天変地

異でもない限り相変わらず繰り返されることにな

るはずである。

大げさに言えば，生活の一部ともなっている野

菜作りではあるが，ちょうどそのきっかけとなっ

た頃，くしくもボリウレタンとの出会いがあった

のである。

当時，建築業界では，新しい防水工法として，

ポリウレタン塗膜防水工法としてポリウレタン塗

膜防水工法が注目を集め，各社が競って市場に参

入してきたことは，周知の通りである。数十社が

林立し，まだJIS規格もない混乱した時期というこ

とで，社内的に，ポリウレタン塗膜防水工法の性

能評価を早急に行うことになり ，研究テーマにあ
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げられたのが出会いのきっかけとなったわけであ

る。

以来2年間は，ポリウレタン防水材一色の毎日

が続いた。遊離TDI (トリレンジイソシアナー

ト）の検出から，主剤硬化剤混練直後の流動特性，

そして反応硬化したフィルムのオゾン劣化 ・促進

耐候劣化の機械的耐久特性に至るまで，様々な性

能評価を試みた。中には，途中で計画を変更せざ

るを得な くなったものもあり，すべてが順調であっ

たわけではないが，今振り返ってみれば，当時の

いろいろな経験が，現在行っている研究業務の基

盤となっているよ うに思われる。そ ういった意味

では，自分を育ててくれたポリ ウレタンに感謝の

念を抱 くといった，他にない特別な感情す ら覚え

る。

話をもとにもどすが，この時，実験による性能

評価を実施したのは十数銘柄であったが，評価結

果では，銘柄間でかなりの差が認め られた。

中でも少々驚いたのは，同じ素材メーカーのベー

スポリマーを使用している。いわば兄弟同士の銘

柄でも相当性能に開きがあったことである。フォー

ミュレーターによるブレンド技術の差というひと

言で片付ける には，当時， この業界に飛び込んだ

ばかりの自分ですら，いささか抵抗を感じたこと

を記憶してし-,る。

ふと考えてみると，こういった状況は，冒頭に

触れた野菜作りによく似ているような気がする。

本職相手に取引き している種苗店にいって，ナス

やキュウ リなどの苗を買ってきて植える。肥料も

施し， 水も充分に与える。日照も問題はない。と

ころが，収穫の頃になると，本職との間に歴然と

した差ができてしまう。まさにこれだと思う。

この差は何なのだろうか。畑の中で，ひ弱な自

分の作品を前に腕を組んでよく考えたものである。

そして得た結論は二つ，一つは『土』，もう一つは

『野菜作りに取り組む姿勢』である。それでは，

これを先程のポリウレタ ン塗膜防水材に当てはめ

てみたらどうであろうか。自分なりに勝手に考え

てみた。

まず 『土』だが，これは，化学製品を質 ・量と

もに安定供給できる生産設備。いわばハード面が

整っているかどうかということではなかろう か。

それは単に規模の大小をさすばかりではなく ，常

に新たな生産活動に対して体制を整え，必要とあ

れば効果的に設備投資を行う行為をも含む。ちょ

うどそれは，お百姓さんが連作を避け，まめに土

を耕やし，場合によって客土する状況と似ている。

次に 『取り組む姿勢』だが，これは，読んで字

の如く ，市場に送る製品に対し，製造会社がどの

程度の取り組む姿勢をもっているかということで

ある。 植えた苗が思ったほど実をつけな くても，

我々なら「ダメか」で済む ものが，本職では死活

問題となる。これである。

十数年前，ピーク時にはその数も不明な位多かっ

たポリ ウレタン防水材メ ーカーも，その後の激し

い企業間の競争の中で淘汰され，現在の様な状況

になったと聞くが，現在第一線で活躍されている

メーカーには，いずれも 『土」と『取り組む姿勢」

が備わっていたのであろうと，勝手に解釈してい

る。

勝手ついでにもう 一言。『取り組む姿勢』はとも

かく として『土』はどんなに良質な土でも，常に

手を入れ，耕やし，新鮮な空気を送り込んであげ

ない と豊かな実りをもたらしては くれないという

ことを最後に書き添えたい。

今，畑はシーズンオフであり ，ブロッコリ ーだ

けが冬期の自主キャンプにはいっている。日も徐々

に長く なり，そろそろ来シーズンのオーダー編成

をどうするか，鍬ならぬ鉛筆を手に頭をひねって
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東慶寺の四季

旭硝子採ファイン樹脂営業部
ウレタン担当部長

長尾俊郎

私が住んでいる北鎌倉の家から歩いて四五分の

ところに東慶寺がある。東慶寺は，別名駈込寺と

か縁切寺などといわれている。ご存知の方も多い

であろう。今は違うが，かつては男子禁制の尼寺

であった。駈込寺という位であるから，ここに駈

込んだ女性にとっては大変にありがたい寺であっ

たのだ。なぜかというと，女性から離婚を申し出

ることができなかったその昔，旦那に途中で捕え

られる ことなくここに駈込めば，離婚が成立した

からである。従って，命がけで駈込むのである。

駈込みが成功すれば，めでた＜縁切りとなる。こ

うして，過去にあまたの女性がこの寺に救済され

たはずだが，くやしい思いをした男が同数いたこ

とも確かであろう。東慶寺の宝蔵に残る古川柳に

も，その当時のことを紡彿とさせる句が見受けら

れる。

九里あるよ急がっしゃいと渡し守

円覚寺前にて嫁をつかまえる

《随筆》

うろたえた駈込もある建長寺

ここにけつかると見て行く松ケ岡

松ケ岡とは東慶寺のある地名である。寸前の円

覚寺の前まで来て捕まったり ，間違えて近所の建

長寺に駈込んだ悲喜劇が手に取るようである。

このような歴史をもつ東慶寺も，今では梅や紫

陽花や花菖蒲の寺として，特に若いギャルの間に

人気のある寺に生れかわった。女性に人気がある

今も昔も変わらない。歴代の住職さんが，

よほどの花好きとみえて，いつ行っても花の絶え

ることがない。一年中，何かの花が訪問者の目を

のは，

楽しませてくれるのである。

私は俳句をやっていることもあって，俳句のネ

タにこと欠くと，句帳片手に東慶寺を訪れる こと

しばしばである。何しろ家から近いので，早朝で

も夕方でもひょいと行く。拝観料50円な りを払う

ヽ
~

'ヽ

ヽ
•

,

'

 

ヽ
I. 
，
 

ー

/
 

ヽ

／
 

ノt~ 
,1
 

東慶寺の庭園と宝蔵 東慶寺の鐘楼
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と，もうそこは花の世界である。いろんな草花が

パッと目に入ってくる。そして俳句もできる。あ

りがたいご利益があるので，お賽銭も欠かせない。

そんな訳で，作った俳句も随分とたまってきた。

その一部を句帳から拾い出して，東慶寺の四季を

ご紹介することとしたい。

春先は何といっても梅である。梅の寺といわれ

る位であるから，東慶寺の梅はすばらしい。

すぐそばの寺の梅見に来てをりし

来て見れば梅に確かに遅速あり

紅梅に今にも雪の降りそうな
き

明らかに枝剪りし跡白梅に

山がかるここらより墓地梅の寺

東慶寺には有名人のお墓がたくさんある。西田

幾太郎，和辻哲郎，大松博文，鈴木大拙，数えあ

げればきりがない。墓地には空いているところも

あるが，予約済かも知れない。

梅が過ぎると，桃や桜が一気に咲き，鳥の囀り

もにぎやかな春本番を迎える。
こじゅけい さえず

小授鶏の声も時折囀れる
しだれえにしだ

門前に枝垂金雀枝明りして
へんがく はらみ

扁額に波羅蜜の三文字堂の春
ばいも

竹筒に貝母生けられ尼の墓

東慶寺の開山は， 執権北条時宗の夫人覚山尼と

いわれている。明治に至るまでは，代々尼寺であっ

た。後醍醐天皇の皇女，豊臣秀頼の息女の墓も見

られる。

初夏ともなれば，紫陽花が色づきはじめ，やが

て寺の奥の菖蒲田も見頃となる。
あじさい まり

紫陽花の色づき初めし毬小さく

隠蓋の声も裔：し深山めく

参道に落ちし実梅を掃く男

宝蔵の前の盛りの花菖蒲

菖蒲田を過ぎれば急に山がかる

やがて秋が来て，秋の草花が咲き乱れる。俳句

の題材にこと欠くこともない。
しだれはぎ

雨露を葉に枝垂萩こぼれ咲く
さるすぺり

参道にこぽれ白萩百日紅

もくせい

釈迦像に1守てば木犀匂ひ来し

たわわとは見らるるものに式部の実

寺の奥深く来て見る竹の春

そして，寺にも寒い冬がやってくる。すべてが

枯れ尽す冬ではあるが，よく見ると咲いている花

がある。
ひいらぎ

柊の花咲く寺の皇女の碑

誰の墓茶の花垣をめぐらせて

実をつけて枯るる芙蓉にある日射し
かんぼけ

日の当りゐる寒木瓜の紅増して
かやぶき

鐘楼の茅葺屋根の苔に雪

このように，住職丹精の草花が訪れる人の目を

楽しませてくれる東慶寺である。 JR北鎌倉駅から

徒歩 3分，一度訪れると二度三度と訪ねてみた＜

なるお寺である。東慶寺の前には，舎利殿で有名

な円覚寺がある。ちょっと足をのばせば，紫陽花

寺の明月院もある。

都会の喧喚を離れて，一日のんびりと北鎌倉の

寺めぐりとしゃれ込めば，ストレス解消間違いな

し。コンクリー トジャングルの中で，多忙な毎日

をお過ごしの方に，ぜひともおすすめしたい一日

観光コースである。

東慶寺の釈迦像
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〈建設省官民連帯共同研究〉

「外装材の補修・

改修技術の開発」に協力

ウレタンによる改修技術を

確立へ

建設省は昭和61年度から官民連帯共同研究 『外

装材の補修 ・改修技術の開発』をスタートさせた

が，そのうち62年度から開始した開発テーマであ

る「外装材構法の補修・改修指針（案）の作成」に，

日本ウレタン建材工業会を含む 4業界団体， 4メー

カーが参画した。

外装材の補修 ・改修技術の開発のテーマは，①

補修 ・改修用材料 ・構法の開発，②補修 ・改修用

材料 ・構法の性能評価手法の開発，③外装材構法

の補修 ・改修指針（案）の作成，④外装改修構法の

性能評価，⑤外装材の補修 ・改修のための調査診

,・-・・-----・― --9''  ， ＇（共同研究成果 ＇ ， 
1 の行及・帷進），， ， 
， ＇  ・-・--_______ J 

---------・・ 
’’  9 （共同研究〕ヽ

＇ ＇ ’ ’  ; 61-63年：
--------・』

凰，：：日¢

断機器の開発の 5課題。日本ウレタン建材工業会

が共同研究を進める外装材構法の補修 ・改修指針

（案）の作成の研究目的は「建築物全体を初期の性

能で保ち，長期使用に耐える保全技術を開発する

ため，屋根および外壁の補修 ・改修に使用されて

いる新しい材料 ・部材 ・構（エ）法を開発するとと

もに，それらの性能を適確に評価しうる性能評価

手法を設定する。なお，ここでは合成高分子ルー

フィングおよびシート防水材，アクリルゴムシー

リング材などによる屋根，外壁用補修・改修材料，

工法の耐久性を性能試験により確認し，改良開発

を行って補修改修指針（案）を作成する」こととなっ

ており ，具体的な研究実施計画は，①既存の補修・

改修事例 ・仕様の調査，②補修材料の性能実験，

③補修 ・改修設計 ・施工指針のフレームワークの

検討の 3点である。

こうした研究計画に基づいて，日本ウレタ ン建

材工業会として進める研究は，まずウレタンによ

る改修工法の実態調査を実施する。特にウレタン

官民連帝共同研究

外装改99伎術開LLLLL進委H会

（委1"足上村）

二〉
成果の杵及活動

（出叛．埠門会等）

外堕改＂技術 外装改＇ 9 技術

開？ふu: （芹 1 ) |—----------i開？ふ"t誓21 防水・シーリング改99伎術
開発委U会 (WG3) 
（委U艮介呆）
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を使用する改修工事では，下地処理が重要な意味

を持つ。そこで接着性など下地調整に関する試験

を行う計画。次に，昭和61年4月に建設省がまと

めた建築改修設計指針を，具体的な施工事例に対

応できるように見直しを行うが，この作業は主に

資料収集によってまとめる予定である。さらに実

際にウレタンによる改修サンプルを作成し，これ

を基に各種の性能テス トを行い，改修工事におけ

るウレタンの優位性を証明する研究計画を組んで

いる。

なお，建設省では，この外装材に関する研究成

果を総合的にとりまとめることを目的に，このほ

ど「外装改修技術開発推進委員会」を設置した。

その組織は図ー 1のとおりで，委員会には上村克

郎 ・宇都宮大学教授が就任。また，研究は，その

内容に応じてワーキンググループごとに成果をま

とめていく。まず外壁改修技術開発委員会 (WG

1,委員長＝重倉祐光・東京理科大学教授）では，

主にパネル状の材料 ・部材による外壁の改修技術

の開発を行い，外壁改修技術開発委員会(WG2, 

委員長＝今泉勝吉 ・工学院大学教授）は塗り仕上

げ材や塗料，下地補修としての樹脂注入工法の補

修 ・改修技術の開発を実施する。日本ウレタン建

材工業会が所属するのは防水 ・シーリング改修技

術開発委員会 (WG3,委員長＝今泉勝吉 ・工学

院大学教授）で，屋根防水およびシーリングの補

修 ・改修技術の開発を行う計画である。

建設省では，ここでまとめられた研究成果は指

針などといった形にはせず，住宅 ・都市整備公団

などの改修仕様へ盛り込んでいきたいとしている。

塗膜防水材JIS(A6021)改正

63年度に公布

通商産業省工業技術院ではJISA 6021「屋根防

水用塗膜材」の改正作業を行っており ，原案は闘

建材試験センターで作成されている。

第1回本委員会は62年8月19日に開催され，本

格的な改正原案作成作業がスタートしていたもの。

JIS A 6021は，昭和51年 5月に制定されて以来，

10年以上が経過しているが，この間，防水材に対

する要求品質も高くなっており ，関係業界から改

正の要望もあるので，実状に合わせ，品質のレベ

ルアップ，種類の明確化等，全体的に検討し改正

を行なうために今回の改正となったもの。

第1回本委員会では，委員長に小池迪夫氏（東

京工業大学教授）を選出したほか，中立者 7人，

使用者 7人，生産者 7人，事務局 1人からなる本

委員会のメンバーを構成した。ウレタン建材工業

会から委員として河合俊三（大和高分子工業卸），

杉田俊夫（三井東圧化学（掬）の両氏を派遣している。

その後は，月に 1回程度の割合で小委員会（主査＝

鶴田裕氏 ・大成建設技術研究所部長）が開催され

ており 内容を検討，本委員会での決定を経たのち，

63年3月，工業技術院へ改正原案を提出する予定

となっている。これらの作業が順調に進めば来年

度中にはJISA 6021改正が公布される予定である。

なお，現在までの進捗状況は，あまりにも製品

の種類が多いため，分類作業中としている。委員

会メンバーは次のとおり。

〔中立者〕 [>小池迪夫 ．東京エ業大学工業材料

研究所・教授9 [>田中享ニ・東京工業大学工業材料

研究所・助教授9 [>城戸義雄・建設省住宅局住宅生

産課・課長9 [>樫野紀元・建設省建築研究所第二研

究部耐久性研究室・室長9 [>和田正武・通商産業省

生活産業局窯業建材課・課長9 [>笹谷勇・通商産業

省工業技術院標準部材料規格課・課長9 [>池田順

- • 閲日本規格協会技術 ・ 検査部標準課・課長， [>

須藤作幸 •閲建材試験センタ ー中央試験所有機材

料試験課・課長，

〔使用者〕 [>武部光伸 ●建設省大臣官房官庁営

繕部建築課・課長9 [>田中直径 ・住宅・都市整備公

団住宅都市試験研究所八王子試験場第二試験室・
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室長9 [>安藤伸治 ・日本電信電話（株）建築部建築技

術開発室・担当部長9 [>鶴田裕・大成建設（掬技術研

究所・建築担当部長9 [>岩井孝次・鹿島建設（株）技術

研究所・主任研究員9 [>松本洋ー・清水建設（株）技術

研究所特別研究部・部長9 [>久保田淳ー・全国塗膜

防水工事業団体連合会

〔生産者〕 (>坂井賢次 ．東亜合成化学工業跨建

材事業部管理グ）レープ・部長代理9 [>中澤文雄・三

菱レイヨン ・エンジニアリング（掬アクリトーン事

業部・主任部員9 [>河合俊三・大和高分子工業（株）技

術研究所・所長9 [>杉田俊夫・三井東圧化学（掬総合

研究所高分子研究所・首席研究員9 [>門田毅士・日

本ラテックス加工（株）技術部・部長9 [>茂呂昌男・日

新工業（株）技術開発部・部長9 [>岡村康彦・カネボウ

化成（株）東京支店建材推販第一課・課長

〔事務局〕 (>北原一昭 • 闘建材試験センター公

示検査課

外壁塗膜防水材

JIS制定作業始まる

外壁の防水を目的とした弾性塗膜材の新］IS制定

作業がスタートしている。工業技術院では日本外

壁防水材工業会に原案作成を依頼し，63年春まで

に新JISの原案を作成する予定である。

62年 7月10日の新JIS原案作成委員会第 1回会

合では，委員長に小池迪夫 ・東京工業大学教授，

小委員会委員長には鶴田裕 ・大成建設技術研究所

部長，幹事に松本洋ー ・清水建設技術研究所特別

研究部部長らを選任した。

この外壁塗膜防水材はコンクリート外壁のクラッ

クに追従することができ，防水性も高い。そのた

めコンクリー トの中性化防止， 塩害防止などコン

クリー ト保護に効果があるとして，需要が急増し

ている。なお，新JISの原案作成委員会のメンバー

は次のとおりで日本ウレタン建材工業会からは寺

島国臣氏（大日本インキ化学工業）が派遣されて

いる。

1>小池迪夫（東工大）， 1>田中享二 （東工大），

I>城戸義雄（建設省住宅局），1>樫野紀元（建設省

建築研究所）， 1>和田正武（通産省生活産業局），

I>笹谷勇（通産省工技院），1>須藤作幸（建材試験

センター中央試験所）， 1>武部光伸（建設大臣官房

官庁営繕部），1>田中直径（住 ．都公団），1>安藤

伸治（日本電信電話），1>鶴田裕（大成建設），1>

松本洋一 （清水建設），1>岩井孝次（鹿島建設），

I>服部介紹（塗膜工連），1>坂井賢次（日本外壁防

水材工業会），1>中沢文雄（三菱レイヨン・エンジ

ニアリング），1>永井洋（藤倉化成），1>寺島国臣

（日本ウレタン建材工業会）， 1>島袋省三（日本建

築仕上材工業会），1>越井太郎（トーレ・シリコー

ン），1>浅見勉（エービーシー商会），1>久保田淳

- （事務局）

く建築学会・合成高分子系

床仕上げ施工指針（案）〉

ウレタン塗り床材の施工指針

近く発表

合成高分子系の床仕上げ施工に関する仕様（床

タイル，床シート ，カーペッ トおよび塗り床）に

ついては，従来，張り床類がJASS20（プラスチッ

ク工事），JASS19（内外装工事），塗り床類がJASS

15（左官工事）に示されていた。これらは制定後，

相当の年月が経過しており，その間，材質，工法

とも改良が重ねられており ，各仕様とも，その範

囲や内容について根本的な改定が望まれ，これを

受けて昭和51年に 「プラスチック張り床仕上げ施

工指針（案）」，続いて昭和56年に「合成高分子系塗

床仕上げ施工指針（案）」が提案された。その後，

両指針（案）を一つにまとめ，解説書を付けて発行

して欲しいとの要望が出され，これを受けて日本

建築学会第6分科会材料施工委員会床仕上げ工事
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小委員会が原案作成作業を行ってきた。本委員会

では前記両指針（案）を統合するとともに，その後

の材料・施工技術の変化をとり入れ，「合成高分子

系床仕上げ施工指針（案）としてまとめた。

ただし，10月現在，解説部分の検肘が行われて

いるが，本指針（案）の本文は昭和63年春発表の予

定である。塗り床はポリウレタン樹脂，工ポキシ

樹脂および不飽和ポリエステル樹脂を各々主材料

とする塗り床材とそのエ法が記述されている。

床仕上げ工事小委員会ワーキンググループの委

員は次の通りである。（敬称略）

主査 吉川一三（竹中工務店）

幹事 土田恭義（フジタ工業）

委員 永橋進（戸田建設）

II 木村通男（清水建設）

II 高橋勉（東急建設）

II 山宮輝夫（大成建設）

WG委員

（張り床） 海津洋（タジマ）

杉山 光（ロンシール工業）

太地章（東洋リノリューム）

（塗り床） 伊藤松夫（保土谷建材工業）

佐川昭夫（ディックプルーフィング）

唐川安弘（油化シェルエポキシ）

山田和義（東都化成）

飯森博（三井東圧化学）

太田皓士（エービーシー商会）

永田圭助（中外商工）

建設省・建築工事共通仕様書
(64年版）

63年2月中にも改正原案を作成

建設省が64年度に向けて改定作業中である「建

築工事共通仕様書」の改定原案が，63年 2月中に

もまとめられる見通しである。この建築工事共通

仕様書は，32年以来4年ごとに改定されているも

ので，現在使用されている60年度版も改定時期に

入るため，62年度から検討作業に入っていた。

同仕様書64年度版で盛り込まれる内容としては，

次のようなものが考えられている。

まず，60年度以降に定められた法令や基準を盛

り込み修正 ・整合を図ることはもちろん，省エネ

やビルのインテリジェント化といった最近のニー

ズに応えたもの，また新たに開発された技術 ・材

料なども対象とする予定。次に，建設省が総合技

術開発プロジェクトとして取り組んできた「コン

クリートの耐久性向上技術の開発」の成果と，61

年6月に通達が出された「コンクリートの塩分総

凪規制」を，具体的な形として追加していく方針

が立てられている。

さらに，施工に関する各種資格の活用，建築物

の完成時に引き渡す完成図や取り扱いマニュアル

などの明確化なども，新たに加え られる項目とし

て検討されている。また，木構造については，別

冊としてまとめられる計画である。

今後の予定としては，改定原案がまとめられた

あと，各都道府県と10政令指定都市からの改定に

関する意向を受けて63年度中にまとめ，64年度か

ら新仕様書によって工事へ対応するとしている。
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先進0)t1料・先進0)技術を……
塗布塗膜防水材・床材

■旭硝子圏
■アサヒポンド工業昧
■アトム化学塗料昧
■諒ARセンタ ー
■聡エーピーシー商会
■カネボウ化成誅
■カネポウ・エヌエスシー淋
■三恵化成諒
■サンスター技研誅
■新東洋合成昧
■住友化学工業(00
■積水化学工業昧
■大日本インキ化学工業聡
■日本ラテックス加工淋
■日立化成工材（株）
■保土谷建材工業聡
■三井東圧化学味
■モルナイト興業卸
■横浜ゴム聡

光栄憲事繰式会社
丁 177東京都練馬区上石神井1-20-6

TEL 03(928)5811（代）FAX03(928)5991 

サンプル造りにtきる圃［の技紺
lカラーサンフルI
●各種シーリング防水材

●外壁塗膜防水材
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●屋上防水材

●床材

●テストピース、成形サンプル

●その他

1粘羞、 接藩加エI

雨装副資材加ェI
●緩衝材裁断、打ち抜き

Iパッキング材I
●建築

●建材

●電機

●自動車

●その他

光栄加工鰈式会社
丁 177東京都練馬区上石神井南町18-11

TEL 03(920)2671（代） FAX03(928)8455 
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●アクアコート品番
アクアコート＃1000・・タールウレタン防水材
アクアコート＃2000}屋根防水用塗膜材 JISA6021 
アクアコート ＃2500 ウレタンゴム系1類許可番号378193号
アワアコート ＃3110 • •• ウレタン塗床材
アクアコート井8410・・工ポキシ塗床材
アクアコートプライマーS
アクアコートプライマーMT

]［小松合成樹脂株式会社
本社 ・工場 千葉県野田市中里 22 2 電話0471 --29 -3121 

営業所 東京都台東区柳橋215 3 電話 03-863-6000

I ウレタン用液状配合剤のことなら、何なりとご相談下さい I 

＂•ィrr•­
ウレタン用液状配合剤
ぅ＞防水材、床材、テニスコート、

競技用 グランド材などに

利用 されています。

~DOP 、 PPG に比べ硬度の
高い塗膜が出きます。

TOKYO 
JUSHI 
KOGYO 
CO.,LTD 

東京樹脂工業株式会社
本社／東京都千代田区岩本町2-2-8
〒101 合03-863-1258

工場／千葉県市川市鬼高 1-3 -12 
〒272 fi'0473-79-7701 

ヨコヨロコ0エボキシ樹脂用液状配合剤もご利用下さい I 
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こl上⑨匂薮暴刹届

＝（株廣屋三鷹支店＝

旭硝子株

工事概略

名 称：（掬廣屋三限支店

所在地： 東京都三四市大沢 4-125 

建物概要： 鉄筋コンクリー トラーメン構造

工事内容： 屋根防水改修工事

内訳①テニスコート 2面（サラセーヌ

HD-G50) 

②一般歩行面（サラセーヌ SD

-C30) 

屋上面積： 3,400m'

施工管理： 日本建設株式会社

施工期間：昭和62年5月～7月

本建物は，昭和42年の竣工で，19年の経年変化

によりアスファルト防水層の老化進行が激しく ，

防水層が構造体の挙動に追従できなくなりコンク

0一般歩行面仕様

SD-C30 

-54 — 

4 A会 d 廣が
一 底 支店

リー トに発生した亀裂部分で破断し漏水を生じて

いる物件である。

このことより防水性能はもちろんの事，さらに

屋上の有効利用ということでテニスコートを 2面

作成に至り，強い衝撃荷重や繰り返し応力に対し，

長期的に弾性復元性を保持する材料ということか

ら「サラセーヌ」での施工が最良であるという結

論に達した。

▲下地調整

サラセーヌ T0.2

サラセーヌ C2.0

サラセーヌ B2.0
クロス／接着剤

サラセーヌ P0.25

工程(kg/m')

サラセーヌT0.2

サラセーヌ G3.0

サラセーヌ U4.0

サラセーヌ P0.25

工程(kg/m')
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▼ トップコート吹き付け

スポーツ施設床サラセーヌHD-G50の特徴

①
 

②
 

③
 

ノンスリップ性にすぐれ，脚

を守り ，スポーツのフットワークを支えます。

全天候型でメンテナンスフリ ー。常にベス ト

コンディションを維持します。

耐久「生，耐候性にすぐれたスポーツ用クッショ

ン舗装材で長期間の屋外使用に耐え抜きます。

クッ ション性，

▲ライン引き
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低ネコーお
固成ジ丞デム

＝多数の実績＝

新東洋合成株

概要

建 物名 ：東京都心身障害者福祉センター

所在地 ：東京都中野区

施 工： クリステル工業（株）

仕 様 ：パネコー トR-600,厚み 7mm 

施工面積： 918m'

施工期間 ：昭和62年 1月～2月

概要

建 物名： 新神戸大プー）レ

所在地： 兵庫県神戸市

施 工 ：小井出建設（掬

仕 様 ：パネコート スマッシュ F-400,SR-1 

工法

施工面積 ：642m2

施工期間： 昭和62年 5月～6月

ウレタン建材工事報告書

概要

建物 名 ：国立立川病院

所 在 地 ：東京都立川市

施 工 ：中島建設（掬

仕 様 ：パネコー トPR-800,厚み 5mm 

施工面積： 381m'

施工期間 ：昭和62年2月～3月
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概要

建物名：品川区立後地小学校

所在地： 東京都品川区

施 工 ：立建設昧

仕 様： パネコー トR-600,厚み 7mm 

施工面積： l,160m' 

施工期間： 昭和62年8月～9月

概要

建物名： 大井埠頭ポンプ所

所在地 ：東京都大田区

施 工 ：掬市毛工務店

仕 様： パネコート PR-800,厚み 5mm 

施工面積： 804m'

施工期間： 昭和62年 3月

ウレタン建材工事報告書

．＆岳ぷ滋墨羹し ．にふぷ紐企滋＾ィ;̀-4凸滋恥

概要

建物名： 関東鉄道学園本館

所在地： 埼玉県大宮市

施 工： 日本営繕闊

仕 様： パネコート PR-800,厚み 7lllill 

施工面積 ：1,075m'

施工期間： 昭和61年11月～12月

概要

建物名 ：九州大学大型計算機センター

所在地： 福岡県福岡市

施 工： 高稲工業（株）

仕 様： パネ コート スマッシュ F-400,S S-1 

工法

施工面積： 1,080m'

施工期間： 昭和62年10月
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因函助悔瞬凶園し忘

過⑱且崎フイ戎ど他⑨

固成改汲

＝飯野ビル＝

大和高分子工業株

建物概要

名 称 飯野ビル

所 在地 東京都千代田区内幸町

構造・規模 SRC造B4・F9・P4

設計・施工 闊竹中工務店東京支店

竣 工 昭和35年

改修概要

施工場所 屋上

施工面積 4222.3m' 

工 法 ダイフレックス DD-30工法

既存防水 アスファルト防水押え工法，クリン

カータイル仕上げ

改修設計 飯野不動産（株）建築部

元 請 （掬竹中工務店

施工業者 井上泄青工業（株）

飯野ビルは，昭和35年竣工という由緒あるビル

であるが，数年前よりアスファルト防水層の劣化

による漏水が相次ぎ，今回全面改修の計画となっ

た。改修計画に際し，防水工法の選定には（株）竹中

工務店東京本店より施主である飯野不動産（株）に報

告書が提出され，総合評価として屋上の使用目的

に最適な工法と，ダイフレックス DD-30工法が選

ばれた。

屋上は艦体の経年変化により ，スパン中央部で

7 mrn~25rnmのクリープ現象を生じており ，今回の

改修のポイントはこの不陸修正にあった。

屋上は長手で約130mもあり ，不陸修正のポイン

ト取りが難しく ，トランシットにて勾配を測菫し，

各スパンごとに水糸をはり勾配修正を行った。

防水施工中は台風や，天候不順に悩まされ，順

調な工事が行えず，施工に支障をきたした。

下地処理から防水施工まで長期的な工事では

あったが，事故やロスもなく工事を行えたのも，

元請である（株）竹中工務店の管理，指導や施主のご

理解によるものである。

ダイフレックス DD工法は，防水材として定評の

あるウレタン層と，アスファルトルーフィングに

匹敵する PASシート (2.5mm厚使用）のコンビネー

ションが，完璧な防水効果を生みだすものである。

適度なクッションが歩行感を高め，カラーウレタ

ン使用なので美装性にもすぐれている。「ふくれ」

のこない脱気工法も DD工法ならではのシステム

であり ，コミュニテ ィセンターの屋上や事業所用

ビルの屋上など，人々が集い，多目的に使用する

屋上に適している。

〔DD-30工法〕

「
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▲施工前の状況

▲上塗りのカラー防水・舗装材の施工
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▲ウレタン防水の施工

▲仕上り状況

◄完成ピル
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ウオ＝ルライお

＝東京ガス三ッ池苑＝

大日本インキ化学工業誅

工事概要

工事名称： 東京ガス三ッ池苑プールサイド改修

その他工事

所在地：神奈川県横浜市鶴見区

設計監理： ティージー不動産施設部建築課

施工業者： 株式会社ジックス

仕

規

様： ウォールライトWR-1工法

模： 350m'

施工期間 ：昭和62年 6月～7月

東京ガス三ッ池苑は，東京ガス（株）の厚生施設で，

プール，野球場などがあり ，今回

のウォールライト工事はクラブハウスの北面の外

壁を改修した。鉄骨鉄筋造 3階建で築後20年を経

5年前にアクリ）レゴム系材料で改修

テニスコート，

過しており，

していた。

現状は改修時に使用した弾性シーリング材のブ

リードが極端であることとアクリルゴム系弾性塗

膜が経時変化で硬くなってきていること，

部分的にはく離を起している部分があることなど

から防水機能，耐久性，耐候性に俊れたウォール

さらに

以上のように，

謳体保護機能，

‘ 

----三"-1鴫ーヨ_

▲東京ガス三ッ池苑

ライト工法が採用された。

〔ウォールライトの特長〕

＂ウォールライト”は 一成分型のウレタンゴム

系外壁化粧防水材で次のような特長がある。

(1)耐クラック性に非常に優れている。

(2)低温特性に優れ，ー60~80℃の広い温度範囲でそ

の性能を充分に発揮する。

(3)水蒸気透過性に俊れ，塗膜の膨れ，ハガレを防

止する。

(4)据体コンクリー トの中性化を防止する。

(5)凍害や塩害を防止する。

(6) 1液性であり作業性が良い。

’'ウォールライト＇＇は防水機能 ，

さらに化粧機能を兼ね備えた外壁

ウォールライト工程表

下地渭掃・養生

ウォールライ トー90（防水層）
I.Okg/m2 

ディックトッ プ

ウォールライ ト-90

ウォ ールラ イトー90

つォールライト

フライマー

ウォールライ トー90（防水・パターン付）

1.0kg/m2 

ディック トップ（仕上げ）
0.2kg/m2 

ディック トップ（仕上げ）

0.2kg/m2 

施工図 養生除去
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材であり，本工事の目的を充分満足する工法であ

る。

施工手順

●下地処理

(1)コンクリート打放し部（柱・壁）

①サンダー掛けにより既存アクリルゴム塗膜撤

去

②目違い，段差部をサンダーカット

③高圧水洗

④ジャンカなどをウォールライト80で目つぶし

▲サンダー掛けにより旧塗膜を撤去

▲ローラーによりウォールライトを塗布

⑤ウォールライ ト施工

(2)仕上げモルタル部（手すり壁）

①サンダー掛けにより既存アクリルゴム塗膜を

撤去

②浮き部にエポキシ樹脂を注入（ピンニングエ法）

③クラ ック部の既存シール材撤去およびウレタ

ンシール材充填

④高圧水洗

⑤樹脂モルタル（ポンコートモルタル）を塗布

⑥ウォールライト施工

▲ひび割れ部の補修

▲ウォールライト塗布後の外壁面

◄バラペット部分もウォールライトで施工
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汎多堪グらlン
＠沢腐ンデジ＝お
固成工迄

＝新トヨタ病院＝

保土谷建材工業株

① 工事概略

名 称： 新トヨタ病院新築工事

（病院棟・駐車場・看護学院・看護婦寮）

所在地： 豊田市平山町 1丁目

建築主：ト ヨタ自動車（掬

設計監理： （株）日建設計

施 工： 闊竹中工務店

防水施工：中央建材工業（株）パンレタン防水工事業

協同組合員

〔建物別仕様〕

高層棟屋上／パンレタンWND工法 2, 700m' 

低層棟屋上／パンレタンWUP工法 （ストライプ

ライン入り） 6,250m' 

バルコニー ・庇 ・渡り廊下／パンレタンCU3P

工法 2,500m' 

看護婦寮棟屋上／パンレタンWUP工法 1,100m' 

自転車置場屋根／パンレタンcu-2 P工法
R 1貯溜棟屋根／パンレタンCU-2P工法

適切な防水材と工法を組み合わせたパンレタン

防水工法は，漏水を防ぎ，建物の寿命を伸ばすだ

けではなく ，屋上をスポーツ施設として開発する

ことも可能である。

新トヨタ病院新築工事には，パンレタンエ法が

随所に採用された。なかでも病院低層棟屋上のス

トライプライ ン入り仕上がりは，快適な居住性を

提供している。
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② パンレタンCKパンチシート防水工法の概要

CKパンチシート防水工法は，JASS8改定工法

に基づいた下張り緩衝材を用い，塗膜防水工法の

決定版である。

絶縁工法でありながら下地に全面接着し，ふく

れず，下地のひびわれにもビクともしない，塗膜

防水の常識を越えた非常に信頼度の高い画期的な

防水工法である。

③ 施工手順

3 -1 下地処理

下地の表面が弱い場合は，脆弱部をデッキブラ

シなどで除去し，樹脂モルタルで処理。

3 -2 CKボンド(CKパンチシート用接着剤）

の塗布

スポンジ刷毛で約1.3m幅に均一塗布。

3-3 CKパンチシート張り付け

接着剤塗布と同時に張り付ける。シート中央部

から両端に向けて十分に転圧する。

3-4 CKパンチシートの付き合せ部分の補強

(W工法の場合はキャスナクロス張り付け）

幅50mmのリバテープで付き合せ線を中心に仮張

りをする。

CKパンチシートの張り付け工程

3-5 目つぶし

パンレタンMをスポンジ刷毛またはローラー刷
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毛で均ーに塗布し，CKパンチシー トの穴を塗り

つぶす。

3-6 パンレタンまたはパンレタンノンタール

塗布

ゴムベラなどで均ーに塗布。

3-7 パンカラートップまたはパンステップコー

トの塗布

刷毛またはローラーで均ーに塗布。

里• □ バー： ュ―― 閏とo-d

＂‘-一

屋上のパンレタンWUP工法►

▲病院棟
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国辺西己l図ジスデム
ウンジラ＝厖必3戎］フ
回ユ法

＝大森みのり幼稚園

三井東圧化学株

工事概略

名 称 大森みのり幼稚園屋上改修工事

所在地 東京都大田区大森

施 工 全日本ウレタン工事業協同組合員

レオン工業株式会社

施工期間 昭和62年 7月21日～62年 8月23日

大森みのり幼稚園の屋上は，塩ビシート防水材

の上に人工芝が敷いてあるものを撤去して，防水

改修をメインに弾性のある床を施工することにな

り，サンシラールメカフロエ法が採用された。

サンシラールメカフロ工法の概要

サンシラールメカフロエ法は，メカニカルフロ

ス法でウレタンを発泡させ弾性のある独立発泡の

クッション層を形成するもので，上塗りに防水材

を使用することによって，完全な厚塗り防水工法

ができる。ケミカル発泡法と異なり，温度変化に

よる発泡のバラッキがなく ，簡単な機械を使用す

ることによって安定したクッション層が現場で施

工できる。

■一般物性

硬度 (Shore A) 

100％ モジュラス (kgf/ cm•) 

引張り 頭さ （kgf/cm・）

イ申 ぴ （％） 

．引裂 き涸さ (kgf/cm)

反発弾性 （％）

ウレタン建材工事報告書

サンシラールMC-1

門」

工程 使 用 材 料

① サンPC-F

② サンシラールクッション層 1 4.5mm 

③ サンシフールC I 1.Smm 
④ サZ／ラールトップコート I 0.3kc, 

〔サンシラールメカロフエ法の特徴〕

(1)従来のウレタンエ法に比べ，ソトフ感が優れて

いるため安全である。

(2)ヒザヘの負担が軽く，怪我を防止する。

(3)弾性層のヘタリなどの変化がないため，弾性は

半永久である。

(4)従来工法に比べて断熱効果が高く ，フクレの心

配がない。

(5) 2重構造となっているため，下地の挙動の影響

を受けにくく切れない。

(6)防水材との併用で，シームレスな防水層が得ら

れる安全性の高い防水工法である。

(7)弾性層は独立気泡のため，施工直後の降雨の影

署も最小限に食い止める。

(8)弾性層は，自由自在に厚みを調節しながら 1度

で施工できることから，従来のウレタン厚塗り

工法に比べると，工期の短縮が可能である。

クッシ ョン層 サンシラールG

45 60 

8.4 15 

14 36 

300 550 

9. I 18 

47 47 
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ウレタン建材工事報告書

墨滋墨墨墨羹墨磁墨墨蓋墨墨墨塁墨滋墨墨蓋墨墨墨羹蓋業墨墨濃墨墨裁墨葬最

I 施工手順 I 

・シー ト防水材 ・人工芝を撤去

・下地樹脂モルタルにて調整

▲施工前

▲シート防水材・人工芝撤去

▲クッション層施工

・クッション層施工（全体レーキにて施工，細部

はコテにて塗布）

・上塗り（サンシラールC) を塗布

トップコート塗布

▲上塗り塗布

▲上塗り仕上り

▲トップコート塗布
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ウレタン用硬化剤 l::‘:z；フフミミこノ
ポリウレタン用硬化剤“ビスアミン’'はすぐれた品質、親切な

テクニカルサービスで皆様から御好評項いております。

Cl Cl 

H2N CH2 

4,4' ー メチレンービス ー (2 •ー クロロアニリン）

ビスアミン A.... . …•ウレタンエラストマー用

ピスア ミ ン S・・・ ・・・・・・ウレタン防水剤・床材・グランド材用

ピスアミン（液状品）• •••• ••••ウレタン防水剤・床材・グランド材用
（特注にも応じます）

NH2 

●御一報下さればカクログをお送り致します。特様の御ぷ見をお貨ちしております。

艮 ふオケミカル株式会社

本 社〒105束京都港区虎ノ門3-8-21（第33森 ピル 4F) 口 （03)436-6471（代）

大阪支店〒541大阪市東区瓦町 4~ 4 (アサヒビル・5F) ft (06)204-1951 

名古屋出張所 〒460名古1伶市中区錦3-23-1（栄町ビル6F : J¥'W:I I:．化学（I耕内） 合 (052)961-3311(｛り

ー、
製造元和］歌山精化工業株式会社

〒641和歌山市小雑貨501-1合 (0734)23-3247 
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タケタ‘ヽ のウレクンIll眉製品

一 一●床材・防水材用

タケネートし 1012B タケラック PC-3500 ノンタール防水材用 (JIS品）

タケネートし1028 タケラック PC-5600 軟質床材用、舗装材

タケネート L-1031 タケラック PC-5800 軟質床材用

タケネート F-135 タケラック PC-5300 硬質床材用

タケネート F-140 タケラック PC-5000 碩更質床材用

●シーリング材用

タケネート L-1032 タケラック PC-7400 2液シーリング材用（建築用）

●ー液湿気硬化型製品

タケネート L-3300

タケネート L-3007

1液防水材、充填、シーリング材

1液シーリング材

●プライマー・防塵・木床・トップコート用

タケネート M-402 プライマー

タケネート M-402P プライマー

タケネート F-514 防麿、 木床、 トップコート用

タケネート F-515 防塵、 木床、 トップコート用

その他各種用途の製品があります ，~ 詳し〈は下記へお問合せ下さい',

武川薬品＿L業株式会社
化学晶事業部―

大阪本社〒541大阪市東区道修町 2丁目27番地TEL:06(204)2480

東京本社〒103東京都中央区日本橋2丁目12番10号TEし：03(278)2780
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製品名 メーカー 規 格

ロロロロロロロロロ

標準価格（円／m＇）
（材工共単価）

備 考

タケネートL-1012A/
タケラックPC-3500 武田薬品工 業昧
11 L-1028/ 
11 PC-5600'11  
11 L-1031/ 
11 PC-5800 
11 F-135/ 
11 PC-5300 
11 L-1032/ 
11 PC-7400 

タケネー トM-402

11 F-514 

コンパウンド原料P-21

P-23 

P-40 

6、8、18kg

8、16、18kg

8、18kg

IO、18kg

2.5/7.5 

(II 固型分(%)50土2） 16kg 

(II 固型分(%)40土2） 4、16kg

(B剤）

(II) 

(II) 

ソフランシー）囚T-25 I東洋ゴム工業 (1$)I 2.5kg工法

UTC-25 

UTT-45 

UN-25 

UC-25 

UCC-35 

F-UC-35 

V-UNC-25 

ソフランフ ロア
SF-240-A-20 

11 SF-240-B-40 

ディッ クウレタ ン

プライアデック

ディ ックタフペープ

ディッ クタフペープC

"
 

布命ig

g

 

k

k

 

”
 

2

4

 

色

"
 

5

5

5

5

5

5

5

 

.

.

.

.

.

.

.
 
2
 

2

4

2

2

3

3

2

1

 

ディ ック
プルーフィング昧 IC3C 厚3"'/m

R 3C 11 

S4C厚4m加

GF 厚6嗚

CF 厚5嗚

A-5 厚5m加

A-6 厚6m加

B-5 厚 5嗚

B-6 厚6嗚

C-1-13 厚13"'Im

パ ン レ タ ン 1イ呆土谷建材工業聡 I WN-D 

、リ オネート

SN-DX 

DM-42 

3,800 

5,000 

3,500 

4,000 

5,300 

6,000 

5,800 

3,800 

7,000 

5,000 

4,800 

6,300 

8,800 

7,600 

8,300 

9,200 

8,900 

9,400 

18,400 

7,000 

8,000 

7,800 

ノンタール防水材用

カラー防水材、軟質床材用

硬質床材用

2液シーリング用

プライマー

防塵、本床、 トップコート用

建材用硬化剤

（モカ溶液）

3,200 Iタールウ レタン

クロス＋タールウレタン

アスファルト系ノンタールウレタン

カラーウレタン

クロス G＋カラーウレタ ン

歩行用カラーウレタ ン

ソフランクロスG＋カラーウレタ
ン＋脱気工法

軽歩行用媒出、クロス入りカラー

仕上げ
非歩行用媒出、クロス入 りシルバ
ー仕上げ
特殊舗装、スポーツ床仕上、カラ
ーノンスリップ

スボーツ床（体育館）スバッタリ
ング仕上げ
耐摩耗床 （駐車場工場）ノンスリ
ップ

弾性舗装 （屋外）

II ( II ) 

II (II) 
一般防水工事
II (II) 
II 

マキト ップ型仕上げ

防水工事歩行用絶縁緩衝工法
(WU-P 6,200 WU-S 5,300) 
防水工事体育施設用 II 
(CN-DJ 6,300, CU-P3 5,400, 
CU-SJ 4,500) 

防水工事多目的絶縁緩衝工法
(N-42 6,600, N-31 4,300) 
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製品名

ミリオネート

ミリオートフロアー

ミリオステップ

レグポールフロアー

レグポ ー ルコート

ミリ オネートタイル

ミリ オネート NS -III 

サンシラールT.N.C

サンシラール

サンシラール

サンシラール

サンシラールF

サンシラールG

カラート ップU

カラートップーDL

カラートップーDLハード

アクアコートw-3

アクアコートw-4

アクアコートM-31

アクアコートWF-31HPI 

アクア コートWF-5|HP

エピコーター
SPシールC

SPフロアーFU

” SPフロアーF-20I 

II SPフロアーF-30I 

II SPフロアーF-40I 

＂ SPシール＃3000I 

SPシール ＃3000N

エピコーター
SPフロアーシルバー

メーカー 規 格

I DM-31 

I厚みI.5冥

I厚み3.0呪

l原み8.0呪

l原み6.O"'/m 

I凹凸仕上げ

!OX 10 

三井東圧化学聡 A-35 3嗚厚
ウレタン事業部

A-45 4"'/m厚

B-35 3m加厚

I B-45 4 ~加厚

1 C-35 3":加厚

| C-45 4嗚厚

ID -60 5mfm厚

I D-70 6咄厚

1 F-25 2．匹原

G-I 5mIm厚

聡 エー ピーシー商会

歩行用 1. 5m/m 

l, 3m加

歩行用 1. 2嗚

小松合成樹脂卸 Iクロス入 り
軽歩行用 1厚3咄

斎 藤 誅

” 

クロスなし
軽歩行用厚2.5":加
クロス入 り
押え工法厚 3"'Im 
脱気工法
軽歩行用厚4.5"'/rn 
脱気工法
非歩行用厚4m加

コンクリート用

中塗 り用

軟質用

硬質用

硬質用難燃性

3シーズン用

3シーズン タテ面用

霧出仕上用
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■■製品一覧．．．

標準価格（円／m')

（材工共単価）
備 考

5,600 
防水工事軽歩行用絶緑緩衝工法
(S-21 4,600, S-11 3,900) 

3,600 床工事

5,800 弾性舗装工事

10,500 体育館床工事

8,000 テニスコート

4,400 外墜防水化粧工事

I, 130/M シー リング工事

5,400 非歩行トップコート仕上げ

5,800 
” 

s, 900 I歩行用ト ップコート仕上け

6,200 I 11 

4,700 押えコンクリ ー トモルタル盛仕上

5,100 I II 

8,100 I I単性舗装防水（屋上）

9,100 I 11 

4,100 床用

8,800 体育施設用

1,300 I 7ロアペイント 、標準色12色

3,000 カラーウレタン系椋準色 8色

6,300 

2,700 半硬質タイプ標準色 8色

5,700 一般屋根

4,600 ペランダ、庇

5,000 一般屋根、室内

7,000 一般屋根

6,200 I " 
プライマー

床材

床材

防水材

トップコート



■■製品一覧．．．

製品名 メ ー カ ー 規 格
標準価格（円／m')

（材工共単価）
備 考

SPフロアークリヤー

SPフロアー 4000

サンルーフ T-202

サンルーフ T-IOIG 

ポ リコート T-1

ポ リコート F-21

ポリコート T-2

パネコート X-240

x -240 

U-500 

u-500 

PR-800 

R-600 

パネコートスマッシュ
F-40() 

F-400 

F-400 

F-500 

ダイフレ ックス
D・D工法 DD-2工法

11 DD-3 11 

11 DD-4 11 

11 DD-6 11 

ダイフレックス防水
AD-I工法

AS-I II 

AS-2 11 

BS-I II 

BS-2 11 

アートフロアーNS

斎 藤 昧 I表面保泄艶消

露出仕上用

昭 和 高分 子 （株 IUM工法厚 2嗚

us工法

UE工法厚2.5咄

UG工法匝 2嗚

GT工法印13嗚

G-5工法府 5mfm 

F-5工法原 5叫m

F-2工法 I'/ 2 m/m 

E-5エ法 叩 5'n加

NT工法 I'/ 5 m/m 

新 東 洋 合成（樹 IEC-MJ工法 I'/2 "'/,. 

CX-A工法 I’}3芦

RS-M工法 I'/ 2嗚

BW-B工法 l,i:2喝，9

3X 10工法叩 7mj,,,

3X!O-DT法／厚 7m/m 

SR-l工法 I'/. 5 "'Im 

BASE工法ーA l'/-4嗚

M -］工法 I'/ 5叫，1

k-7工法 /'/ 2'"Im 

大和嵩分子工 業（掬 IDD-1工法

DD-2工法

DD-3工法

DD-4エ法

DD-!Ot法

DD-20Jこ法

DD-30工法

DD-40工法

DD-50工法

DD-60工法

中外商 工 （株 I⑦ l.2'nIn， 

⑦ I. 5嗚

3,850 

3,850 

押えモルタルイI:I_:_け防水 （ウレタ
ンのみ）

シルパ一色仕」：け防水 （ウレタン
のみ）非歩行nl

4,200 梨 f•地状仕上げ防水 非歩行用

4,350 グレ一色仕上げ防水 非歩行用

22,600 陸卜.競技場JT)

8,700 テニスコート）1j

8,300 1本ff§fi]H

5,250 'ド務所用

7,800 遊具下、屋 1•• 、テラス IIl

10,300 プールサイド用

4,600 I ~名出非歩行防水

5, 200 竹社」i)↓'hiりjノK

3,600 ｛呆，；位Jj,,;行1)j7K

4,100 地下防水

7,500 厚命型森出歩行Ii)j水

9, ooo I f本ff施設用霧出防水

6,100 通気複合麻出 歩行防水

8,500 通気複合露出 歩行Ii)j水

8, 500 1本ff施設］廿弾性舗装

4,800 喰床

5,400 1 w訳I',歩行用

6,500 淋出歩行用、

8,000 露出歩行用、 Iせl-．体育施，没用

4,400 露出11砂歩1す］Il

5,700 '叶t1 1 iル，ー、1子IH

6,800 I 11＇各11 ：り、ミイ子l廿

8,200 露 ',I¥歩行用 、！や．1:体ff施設］・II

4,600 I姦出非歩行用

s,ooo I iii';出歩行Jfl、無機釦I→ I:げ

6.200 ， I II 

2,600 

3,000 

屋内一般床用
ノンスリ ップタイプ200円／111'UP
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■■製品一覧．．．

製品名 メ ー カ ー 規 格
標準価格（円／m')

（材工共単価）
備 考

II II 

II スポルトンGLl5

II GLIB 

11 3L 

II II SL 

アートフロア
パルナット

ウレボンU

II R 

z
 

ポースラック R

N 

パールフ ロアー

プルーフロンT-10
（タ ールウレ タン）
プルーフロンN-500
（ノンタールウレタン）
JIS A 6021 認 定品

II 
プルーフ ロンC-100
（カラーウレタン）
JIS A 6021 認定品

フローン＃ 11

II # 35 

II # 36 

II 1f 22 

ウレタイル

⑦ 2.0’nI,n 

⑦ 15.0嗚

⑦ 18.0咋

⑦ 3.0”伽

⑦ 5.0嗚

⑦ 3. om/m 

⑦ 5.0嗚

昧東京ポース工業社 IUB-200 2.0m/m黒

UC-240 2.4m/m黒

RB-200 2.0嗚各色

RC-240 2.4嗚，9

NS-200 2. 0'~/,n シルバー

NCS -240 2. 4":加シル
ノゞ―

NCT-260 2.6嗚各色

BR-200 2.0嗚 IIII 

BN-200 2.0加
ンルバー

PF-2200 2.0'~/,II 各色

PF-2300 3.om/m " 

日本特殊塗料 （株 INT-12 2.5m/m 

NN-11 2.0嗚

N-12 2.5嗚

NN-14 2.5嗚

NN-16 2.5叫

" |、寒冷地仕様 3. 0mI"， 

日本 特殊塗料昧 NC-11 2.0嗚

NC-12 2.5閤

NC-13 3.0m/m 

NC-14 3.0閤

東 日 本塗料（樹 I肛2m加

mlm

嗚

5

5

 

．

．

 

ー

I
I
I

l

l

 叩

f
 
＇ -'-

＇ 

昧斗床

11

塗本日

0

0

 

0

0

 

5

5

 ，
 

，
 

3

0
 
ー

11,500 I " 

5,500 I f本育節床

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

5

5

5

2

0

8

0

8

5

1

 

9

9

,

'

,

'

，

'

，

＇

 

7

5

7

3

4

3

5

3

4

5
 

4,700 

7,200 

4,300 

3,600 

4,200 

4,500 

5,400 

5,000 

4,000 

4,600 

5,000 

5,600 

3,800 

3,500 

3,500 

4,000 

4,500 

体育館床、ウレタン ・ゴムチ ッフ
核合弾性床

体育館 ・屋内般床用木質感詑仕
| • (t' 
"-；育館 ，屋内般床JIl木質感此仕
ヒけ
舟妊陸屋根用歩行用保，，俊モルタル
工法 （モルタル工事は別途）

重要陸厨根歩行用保渡モルタルエ
法（モルタルエ1iは別途）
般陸屋根ベランダ用沿出カラー
イI:I::. 

II 露出カ ラー什
l:（メッシュ入）1‘ソプコート冷布
般陸屋根ペランダ用森出シルパ

ー仕トー
軽度の歩行用一般陸屋根 露出力
ラー仕上トソプコート亦布
II 森出カラー仕 I・.

（メッシュ入）卜、／プコート喰布

3,800 I JIS規格品 森出カラー11：卜．

3,800 I JIS規格品 必出シルバー仕上

般床単色シームレスフロアー

三般床、ノンスリ ップ仕卜．、単色
ンームレスフロアー

非歩行用シルノゞ一仕 I-．け
ガラスクロ ス人り

非歩行）ll非森1,1}

非歩行） IJJl, ~i>: 1 ,1
ガラスクロス入り

非歩行用シルパー仕 Kげ
ガラスクロス入り

非歩行用カラーイ1：上げ
ガラスクロス人り

非歩行用森出

非歩行用'iお出

非歩行用滋出ガラスクロス入り

軽歩行用森出
トップコート仕」：け
軽歩行用't和1,1トップコート仕上け
ガラスクロス入り
屋上防水用カ ラーウレタン、軽歩
行用、 5色
ノンタールウレタン、非歩行用、
グレー

＂ ＂ 
化粧床用カラーウレタン、歩行用、
5色

壁面用カラーウレタン、下 ・中・
上塗
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■■製品一覧■■■

製 品 名 メーカー 規 格
標準価格（円／m＇）I
（材工共単価）

備 考

パラックス E I三井東圧化学（樹 炉加厚塗布 ト・ノプコー
ト仕上け

3,400 
伸防び率850% ノンタールウレタン
水用

II II 3,850 クロス入り

G II 2"'Im厚塗布グレ一色 3,850 伸び率750% 防水用

F 2叫原険布カラー 7色 4,500 伸ひ率300% 耐摩耗防滑性床用

EF ⑤2咄＋ 1m/m⑦塗布
カラー 7色

5,400 防水歩行併用 耐1年耗防滑性

II ES 5嗚厚塗布カラー 3色 9,500 防水弾性安全舗装用

s 9,500 スポーツ施設床弾性舗装用

EFN 3m/mf"l塗布凹凸仕上け 5,600 防水歩行併用凹凸仕上げ

ウレタン MU-125 モルナイト興業誅 2.Skg/m'使用 3,100 歩行用

M-135 3 5kg/m'使用 4,600 歩行用
クロス入り

ハイデラー5 5嗚呼仕上げ 8,500 歩行用

MU-250C 2 5kg/m'使用 3,600 非歩行用
ノンタールウレタン

MU-350F 2. 5kg/m'クロス入リ 5,000 軽歩行）月
カラー 2kg/m'仕上げ

クリ ーンコ ー ト 2,300 防塵床

ピュ ーフロアー II 2 rn/m厚 4,300 一般床

ピューフロアー
デラックス

II 3咄厚 5,700 屋内体育館

カラゾーンコー トU#5 5加原 9,000 球技用床

グランドシール ＃1000 日立化成 工材 牲 GKT-RC-［［エ法 5,100 タールウレタン防水屑
(3.0kg/m') 保護挽料｛l:I:.げ
| GKT-RC-111工法 5,900 
(4.0kg/m') 

#2000 
GKT-RC-II工法 5,800 カラーウレタンIi)j水層
(3.0kg/m') 保護塗料仕上け

#2900 II 
GKT-RC-II工法 5,200 ノンタールウレタンli)j水附
(3.0kg/m') 保護登料ii:I:.け

#5000 (2.0kg/rn') 4,500 ウレタン吃り床

サラセーヌ SD-B30S 旭 硝 子 淋 ⑦ 3.0"'/,n 5,800 -•般屋 •L用
（非歩行滋出シルノゞ 一仕卜げ）

II SD-B20S 
⑦ 2.0咄 4,000 一般屋上立上 り用

（立立り） （非歩行派出シルバー仕上げ）

ff SD-B40 ⑦ 4.0"'/m 5,300 般屋j7．用（歩行用コンクリート
およぴモルタル仕上げ）

HD-C70 ⑦ 7. om1m 9,800 •般／娃 ヒ、スボーツ兼用
（歩行）廿カラー森出什．,-げ）

If HD-CSO ⑦ 5.0叫 8,000 -•般 1冦 Iご 、 スボーツ 兼用
（歩行川 カラー露出仕 ヒげ）

” SD-C40 ⑦ 4.0"'/m 6,700 →般｝冦 1：用
（歩行用カラー露出仕 Kげ）

SD-C20 ⑦ 2. omfm 4,200 ベランダ、パルコニー）月
（歩1111]カラー露出仕 ヒげ）

LL-C30 ⑦ 3.0嗚 7,500 超耐候性
( J 乍 歩＜千i•J甘 ·~名出 ンルパー仕 I-．げ ）

SD-F20 ⑦ 2.0”伽 4,000 教室、オフィス、マンション廊下
等―•般床

HD-FSO ⑦ 5.0 ~加 8,000 テニスコート、体有館等スポーツ
施設1未
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近代建築の要請に応える塗膜防水．／

全国塗膜防水工事業団体連合会

（塗膜工連）
東京都中野区中野1-55-7（藤ビル）

〒164電話 03(363)9718

会 長 藤平八郎 副会長 服部介紹

副会長 柴田 翠

会員団体名 代表者名 〒 所 在 地 電話番号

ア ク リ 卜 ン

＾ 
加藤徳寿 〒104 東京都グ（中株央区八重洲2-8-5＝菱内レイヨン ・エンジニア 03 (274)4621 云 リン アクリトーン事業部

全国アロンコート ・アロンウォール
服部介詔 〒105 東京都港区西新橋1-11-8 丸万 5号館3F 03 (595)2331 

防水工事業協同組合

全国イサム エラ ストマー会 久保田陽一郎 〒174 東売部京都内板橋区束坂下1-16-7 イサム塗料昧東京工場販 03 (969)6886 

全国 コーレ ッ クス会 河野通昭 〒141 化康京成（都粕品東川京支区西店五内反田7-22-17TO Cビル カネボウ 03 (494)2741 

全国バラテ ックス防水工事業協同組合 吉 田 雅 〒105 束京都港区束麻布1-10-13森ピル束麻布アネックス 03 (582)8226 

全日本ウレタン工事業協同組合 長 南 四郎 〒100 束京都千代田区霞が関3-2-5霰が関ビル三井東圧化学
（松ウレタン 市業部内

03 (592)4707 

トーヨー防水工業会（ウレタン部会） 森 山 聖瞭 〒151 東京都渋谷区千駄ヶ谷4-24-15東洋ゴム工業（松内 03 (404) 1251 

ダイ フレックス防水工事業協同組合 川勝正元 〒102 分束京都千代田内区平河町2-4-16（平河中央ビル）大和高
子工業(tぉ 03 (230) 4311 

ディックウレタン会 長谷 昌 〒101 束京都千代田区外神田2-16-2第2ディックビル デイ 03 (256) 7061 
ックプルーフィング（肋内

日本塗 布 防 水工 事業協 同組 合 藤 平 八郎 〒164 東京都中野区中野1-55-7 藤ビル 03 (367) 1611 

日本パネコー ト防水事業協同組合 加茂善十郎 〒550 大阪市西区靱本町2-9-11 岡崎橋ピル新東洋合成諒内 06 (446)6121 

ハ ー ゲン防水美装 工 業会 清 和夫 〒174
東京都板橋区舟渡3-27-2 フジワラ化学味

03 (967) 2181 
東京常業所内

関東ハルコート 工 業会 小原知哉 〒104 束京都千代田区神田小川町3-2J SR別館ピル 日本 03 (293) 5351 
ラテックス加工（松内

パンレタン防水工事業協同組合 楡井喜重 〒105 東京都港区浜松町 1-18-14 スバックスピル 03 (431) 6309 

M T 樹脂 工 事業協会 藤平八郎 〒100 東京井都圧千化代田区霞が関3-2-5 霰が関ピル
三 東 学條此成品建材市業部1村

03 (580)0528 

全 国 F L コ ート工業会 伊原 〒100 束京油都千代田区霞が関3-2-5 霰が関ビル昭和シェル
石 （t耕内

03 (503) 4198 

賛助会 員

イ サ ム 塗 料 株 式 ム云 社 東亜合成 化 学 工 業株式会社

大関化学工業 株 式会社 束洋ゴム 工業株式会社

力 ネ ボ ウ 化成株 式会社 日本ラテ ッ クス 加 工 株 式会社

昭和シェル石油株式会社 保土谷建材工 業株 式会社

新 束 洋 合 成 株 式 ・会 社 フ ン‘̀'“ ワ ラ 化 学株式会社

大 和 高分子工業株式会社 三 井束／玉 化 学株式会社

ディックプルーフィング株式会 社 三菱レイヨン ・エンジニアリング株式会社
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◆続 it資輯◆

ポリウレタン原料・主要製品の出荷量推移 （単位：屯）

原］；＼、〔＼次一 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年

T D I 56,500 51,900 58,000 58,100 54,400 54,200 63,500 63,700 69,300 69,900 

M D I 24,600 32,000 33,100 34,400 38,500 40,700 51,500 67,700 70,900 83,800 

p p G 137,600 150,400 163,301 155,900 162,100 168,500 180,300 187,200 195,000 198,000 

こ；＼ご＼、次 52年 53年 54年 55年 56年 57年 58年 59年 60年 61年

ウレタンフォーム 130,000 153,600 174,500 184,700 185,700 184,700 192,200 194,400 206,600 220,000 

内｛軟質フォ ーム 101,600 117,100 134,100 148,800 151,000 151,600 152,300 152,500 163,000 168,800 

訳 硬質フォーム 28,400 36,500 40,400 35,900 34,700 33,100 39,900 41,900 43,600 51,200 

建築土木材料 34,700 38,600 42,200 45,600 46,700 48,400 52,800 52,900 55,300 57,300 

内｛防水材料
20,700 22, 100 23,900 24,400 22,500 23,000 25,700 25,700 26,400 27,900 

訳 その他 14,000 16,500 18,300 21,200 24,200 25,400 27,100 27,200 28,900 29,400 

エラストマー 3,800 4,500. 8,000 9,000 9,000 9,000 9,300 10,200 10,500 11,100 

塗 料 35,300 41,800 47,800 47,500 51,800 54.800 57,900 63,100 67,500 70,000 

（単位 ：屯）

註 (1) 上記は製品重量である。

(2)建築土木用のその他は、床材、弾性舗装材、シーリング材などである。

(3)上表には合成皮革を含まない。

(4) エラストマー型 リム製品を54年よりエラストマーに加えた。
(5) 100 t未満は整理した。
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昭和62年度日本ウレタン建材工業会 役員名簿

会 長

副会長

”
 ．

 
．
 
＇ ＇ ＇
 
長社諒ク

＞

ン

長

ィ

社

＞

フ

掠

長

一

業

社

ル

エ

昧

プ

子

成

ク

分

合

ッ

高

洋

ィ

和

東

デ

大

新

く

く

く

吉

政

介

愛

慶

啓

口

浦

城

江

三

月

●理事● 旭 梢 子 株）長尾俊郎

卸エーピーシー商会長野邦夫

斎藤籾野田工場真柄文男

昭和高分子閥篠原正夫

新束洋合成閥目城啓介

大和嵩分子工業閻三涯慶政

武田薬品工業閥鈴木清和

竹林化学工業椋大江宗一

中外商工閥尿田圭助

デイツワフルーフィンワ閥江口愛吉

憫栗京ボース工業社八巻栄三郎

●監

●監

束日本塗料閻岩上 信夫

日立化成工材卸森毅一郎

保エ谷建材工業株増渕義一

三井乗圧化学閻西川 捷一

モルナイト興業卸三尾隆二

事● 日本特殊塗料憫森哲

事● 小松合成樹脂閥吉川幸太郎

}専 門 委 員 会 ▲ 

員長

＂ 

”
 ”
 

員

委 員 長

副委員長

委 員

II 

II 

II 

II 

II 

＂ 
II 

” 

三井栗圧化学株式会社

保土谷建材工業株式会社

旭6肖子株式会社

新栗洋合成株式会社

大和高分子工業株式会社

保土谷建材工業株式会社

大和高分子工業株式会社

テイツワフルーフィンワ株式会社

小松合成樹脂株式会社

斎藤株式会社野田工場

新束洋合成株式会社

中外商工株式会社

株式会社東京ボース工業社

保土谷建材工業株式会社

三井束圧化学株式会社

大日本インキ化学工業株式会社

憫エーピーシー商会
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昭和63年 1月20日現在． 
旭碩子コートアンドレジン閻

卸エーピー シー商会

小松合成樹脂閥

斎藤閥野田工場

吃和高分 子 株）

新東洋合成籾

大和喬分子工業株

竹林化学工業株

中外商工掬

テイツワ・プ）レーフィンワ籾

株東 京ボース工業社

日本特殊塗料閥

束日本塗料閥

日立化成工材鞠

保土谷建材工業麻

三井乗圧化学籾

モルナイト輿業閥． 
第 一工業型薬閥

武田薬品工業鞠

大日本インキ化学工業閥

栗洋コム工業掬

保土谷建材工業閥

三井束圧化学閥

140 栗京都中央区八丁掘2-23-1 
350 埼玉卿II越市南台1-6-6
270-02千葉票野田市中里222中里工業団地

270-02干葉隈野田市中里工業団地

101 乗京都干代田区神田錦町3-20

550 大阪市西区靱本町2-9-11オカザキバシピ）レ

102 栗京都干代田区平河町2-4-16平酒中央ピ）レ

577 乗大阪市渋川町3-1-43

550 大阪市西区靱本町1-5-14

101 乗京都干代田区外神田2-16-2第2テイツワピ）レ

116 乗京都荒川区西日暮里2-45-2

114 乗京都北区王子5-16-7

124 東京都葛飾区堀切3-25

317 日立市清川本町5-12-15

105 栗京都港区浜松町1-18-4スバッワスピ）レ
100 栗京都干代田区霞ケ関3-2-5霞ヶ関ピ）レ

350-13埼玉察狭山市上赤坂607-2

600 

103 

103 

151 

105 

100 

正 会 員

特別会員

． 

． 

03 (297)0341代）

0492(42)6411 

0471(29)3121 

0471(29)4331 

03 (293)2471 
06 (446)6121 

03 (230)4311 

06 (721)6165 
06 (443)7747 

03 (256)7061 

03 (801)1151 

03 (913)6135 

03 (693)0851 

0294(22)1313 

03 (437)9471 
03 (592)4702 

0429(59)2002 

京都市下京区塩小路烏丸西入乗塩小路町614新京都センターピ）レ075(343)6824

乗京都中央区日本橋2-12-10 03 (278)2780 

栗京都中央区日本橋3-7-20テイツワピ）レ 03 (272)4511 
乗京都渋谷区干駄谷4-24 03 (404) 1251 

栗京都港区浜松町1-18-14スバツワスピ）レ 03 (437)9471 

乗京都干代田区霞ヶ関3-2-5霞ヶ関ピ）レ 03 (592)4697 ． 
イハラケミカ）レ工業閻

株オカダエンジニアリンワ

活材ケミカ）レ憫

セイカ商事掬

寺田工業株式会社

東洋紡績株

日 東 紡績卸

藤喜商事株式会社

110103105640105530103101 

賛助会員． 
栗京都台束区池之端1-4-26

乗京都中央区日本橋本町4-12ミマツピ）レ

乗京都港区虎の門3-8-21第33森ピ）レ

和歌山市南汀丁1-3

乗京都港区芝公園2-3-3

大阪市北区堂島2-1-16フジタ乗洋紡ピ）し
乗京都中央区巳本橋＇浜町2-9-5束洋浜町ピ）レ

栗京都干代田区神田和泉町1-7協和ビ）レ

03 (828)6181 

03 (668)9705 

03 (436)6471 

0734(33)2191 

03 (431)8211 

06 (348)3365 

03 (669)5935 
03 (863)6761 
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昭和63年の新春を迎え，今年も会誌第11号をお届け致します。

日本ウレタン建材工業会も協会より改組して 3年，その存在が官庁にも認められ，官民連帯共同研究にも参加

できるようになりました。今後の当工業会事業は各方面かが主目されるものと思います。活性化された組織活動

でこうした期待に応えていきたいと思っております。

さて，会誌11号では前年に引き続き，わが国防水研究の第一人者である東工大 ・小池教授にご執筆をお願いす

ることができました。「ウレタン防水＝過去・現在・未来」のタイトルそのままに，当業界の将来を考えるうえで，

非常に貴重なご意見をいただきました。あらためて御礼申し上げたいと思います。

座談会は現在のウレタン建材需要の中心的位置付で，将来的にも大きな期待が持てるリフォーム分野をテーマ

にしました。真剣な討論の中で当業界にとって厳しいご指導もいただきましたが，逆に言えばこうした課題を一

つ一つ克服していくことによってさらに発展が可能になるものと考えます。

また今回からウレタン建材関連のニュース頁を設けました。JISA 6021改定，外壁塗膜防水JIS制定，そして建設

省との官民連帯共同研究と当工業会にとって興味深い記事ばかりとなりました。

最後になりましたが当誌の企画・編集にご協力載きま した関係各位，また広告掲載に賛助載きました各社に誌上

を借りて厚くお礼申し上げます。会員各社および関係各位にとってこの新年が良き年であることを祈念致します。
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●建設省愛計振発第154号認可（組合設立 昭和46年）

組合員名

東部バンレタン会
大和工業隙苫小牧四
日新建工腑札幌叫
大和防水工業諒
中央建材工業諒札幌岡
日新建工鞠仙台 図
中央建材工業掬仙台幽
澄青建材卸宇都宮岡
金岡工業諒
桑原建材侮
富士違興僻
中央建材工業株）東京図
富士工材諒
北條遷育工業卿
俄三柏商会
澄膏建材誅
大和工業誅

日新廷エ儲

（株）工業技術研究所

伐フロンテ
三：和工業麻

中部バンレタン会
侶五十岳令
中央建材工業（松松本（出）
圏折橋政次郎商店
協同建材誅
松本工業儲
重喜防水工業諒
辰巳防水工業 （有）
中央建材工業隊）
東海物産儲
東京建材工業誅）
償）明光建材
名湿工業圏
日清違工儲
東海物産憐岐阜伎
吉田防水店
太田建材株）

西部パンレタン会
中央違材工業傑大阪（四

松美化建工業諒
棚田珪材侑
久下商店
大芝違材諒
和光工業闊
和光工業榊鳥取岡
三和防水工業諒
中央建材工業揖広島叫
闊三洋技建
闊山本商会
大三工業侮
徳島大三工業向
侑藤田建材工業
聡工材社
日建工材諒
青盛建材鞠九州伎
諒大二商会
高稲工業僻
昧）北原建材商会
諒沖縄装美工業

戸斤 在

北海道苫小牧市大町 2丁目 2-5
札幌市西区発寒十五条4丁目 I-15 

i也

札幌市中央区大通り西 16丁目 3 （池川ピル）
札幌市中央区南一条匹 7丁目 12 （北 日本大通ピル）
仙台市昭和町 4- 9 （カーサ北仙台）
仙台市高松 2丁目 11- 15
栃木県宇都宮市宝木 l丁目 6軒 80-6 
東京都新宿区北新宿 4丁目 22-10
東京都新宿区北新宿 4丁目 10-6
東京都新宿区大久保 3丁目 13-I 
東京都中央区銀座 7丁目 14-3 （安田松慶ピル）
東京都江東区住吉 l丁目 ll-5
東京都江東区永代 l丁目 6-2
東京都千代田区外神田 2丁目 10-8 
東京都千代田区神田佐久問町 2-4
東京都荒川区南千住 5丁目 5-10
東京都足立区千住東 2丁目 21-28

東京都文京区本郷 2丁目 l2-6
横浜市西区浅間町 4丁目350-2
千葉県市川市相ノ川 l丁目 20-20

長野県伊那市西春近5836- l
松本市野溝木工 l丁目 6ー 58
富山県高岡市二番町76
静岡県浜名郡可美村若林2585
静岡県富士市吉原 1丁目 ll-8
名古慶市北区大野町 4丁目 12
名古屋市西区砂原町207
名古屋市千種区高見 l丁目 6-| 
名古屋市千種区若水 3丁目 20-23
名古屋市中村区稲上町 1丁目 41
名古屋市西区城西 5丁目 23-2
名古屋市東区大幸町 4丁目 13-9
春日井市大手田酉町字酉52- 4
岐阜市早田東町10丁目 28
岐阜県恵那市大井町上茶町543-l
四日市市追分 l丁目 8-16

（丸和ピル）

大阪市匹区江戸堀l丁目 8-15（ニューエドバシピル）
大阪府茨木市太田 3丁目 22-14
神戸市灘区友田町 3丁目 2-I 
京都市右京区西院春栄町23
和歌山県東牟婁郡古座町四向842
松江市八幡町340-4
鳥取市徳尾153-9
広島市南区東雲本町 2丁目 4-21
広島市西区中広町 1丁目 4-16 （安藤ピ）レ）
広島県大竹市立戸 4丁目 I-47 
松山市三番町 7丁目 8- 1
高松市本町 l丁目 17
徳島市北矢三町 l丁目 2-61
高知市中の島 1番88
北九州市門司区大里戸ノ上 l丁目 2-1
福岡市城南区片江 4-8-8
福岡市博多区上牟田 l丁目 18-23
宮崎市大字小松字竹ノ内968
長崎市大橋町23-5 
鹿児島市城山下伊敷町736-11
沖縄県那覇市首里石嶺町 4丁目 164-3

パンレタン防水工事業協同組合
事務局 〒105 東京都港 区浜松町 1丁目 18-14 TE  LOJ- 431- 6309 

保土谷建材工業株式会社内
本社 03- 437-9471 大阪 06- 203- 4651 
名古屋 052- 231-7225 札幌 011-231- 7618 
新南陽 0834--63-2584 福岡 092-751-3506 

-78-

電 国舌

0144(34)3358 
0 I I (663) 1525 
011(641)1717 
0 I I (271) 396 I 
022(273) 1921 
022(273)5724 
0286(22)9737 
03 (363)4341 
03 (368)6973 
03 (200) 1429 
03 (543)8106 
03 (634)0161 
03 (643) 3963 
03 (251)7517 
03 (86 I) 2706 
03 (802)4751 
03 (870)6231 
03 (81 I) 4421 

045(314)5351 
0473(57)5153 

0265(78)4331 
0263(25)0351 
0766(22)0999 
0534(54)5461 
0545(52)3030 
052 (991) 0 I I I 
052(501) 1401 
052 (761) 618 I 
052 (721) 221 I 
052 (4 I I) 662 I 
052(524) 1411 
052 (72 I) 538 I 
0568(83)3196 
0582(32)7341 
05732(5)3297 
0593(45)0531 

06 (443) 6665 
0726(23)4500 
078 (841) 355 I 
075 (31 I) 2044 
07357(2) I I I I 
0852(37) 1321 
0857(27)6507 
082(283)3366 
082 (291) 3780 
08275(2)5155 
0899 (31) 6261 
0878 (51) 681 I 
0886 (3 I) 4 I 6 I 
0888(83)7191 
093(371) 1468 
092 (80 I) 7822 
092 (4 I I) 65 I I 
0985(47)6155 
0958(45)6216 
0992(29)5155 
0988(87)3847 



●写真は CKパンチシー トを施工し た「新ト ヨタ病院」（豊田市）。 P62-63に工事報告を掲載いた しました。

00 
CKパンチシート防水工法

（絶縁緩衝工法）

0ふくれることはありません

＠下地のひびわれに対する追従性は抜群です

＠最低の塗布量が必ず確保できます

0負圧抵抗も十分あります

R熱伸縮が極少です

R塗膜材の成膜によい環境を与えます

e多工程にもかかわらず、作業性が非常に良好です

P] 
（建設省愛計振発第154号認可）

9C4‘’上＇防水工事業協同組合
〒105東京都港区浜松町1丁目18番14号 TEL03(431)6309（代）

スパックスビル

の 保土谷建材工業株式会社
●本社
〒105東京都港区浜松町1丁目18番14号 TEL03(437)9471（代）

スパックスビル

●大阪営叢所ff06(203)4651 ●名古屋営業所ff052(231) 7225 
●札幌出張所ff011(231)7618 ●新南陽出張所ff0834(63)2584

●揖岡出張所ff092(751)3506
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発
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。

ダイワのすぐれたテクノロジーが

いま屋上をアメニティースペースに変えた。

林立するビルディング、限られた都市空間、見上げれば四角にトリ

ミングされた空 これが都市に暮らす人々 の現状て‘、す。

ても、そのビルの屋上に注目して下さい。そこに上れば、なんと広い空。

限られた都市空間に残された貨重なオアシス、それが屋上て‘` す。

600万而の実績が物語るダイワのDD防水工法。その優れた技術

が屋上に新たな可能性を与えました。

口口防水工法 5ポイント

Dふくれがこない（脱気システム）

旦下地のクラックに強い（絶縁システム）

目シームレスで均ーな塗膜厚

田屋上の軽量化がはかれる

目トータルコストが安い

時代の流れとともに拡がるニーズ

に応えて新工法が誕生しています。

●太陽熱をはね返す遮熱・防水システム ●燃えにくい無機質仕

上げシステム ●外断熱防水システム ●ポリマーアスファルトシ

ートと塗膜による冷工法複合防水システム ●GRC現場打ち保護

押えシステム

防水技術を通じて未来に飛躍する

つ 大和高分子工菓椋式会社
本社東京都千代田区平河町2-4-16（平河中央ピル）〒I02 ft03 (230) 431 I囮

営業所 ●札幌 ●仙台 ●新潟 ●柏 ●大宮 ●多摩 ●東京

●横浜 ●名古屋 ●京都 ●大阪 ●広島 ●福岡




